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お知らせ版（毎月１日発行） 
『広報こしがや』は、お知らせ版のほか季刊版（４月、７月、 

10月、１月の15日）を発行しています。 

『広報こしがや』は、自治会等を通して各家庭にお配りして 

いるほか、市内の主な公共施設や駅に置いてあります。 

今号の主な内容 
公的個人認証サービスが始まります…笆 
年頭のごあいさつ…………………笳 
介護保険課からのお知らせ………笘 
お知らせ…………………………笘笙 
催しご案内………………………笞笵 
健康と暮らし、ホームドクター…笨笶 
親子のページ………………………筐 
こどもコーナー……………………筺 
まちのわだい、各種相談……………笄 
＊今号には市民まつり臨時特集号を 
　折り込んでいます 

越谷市のホームページをご覧ください。アドレスは  http://www.city.koshigaya.saitama.jp

1
月
２４
日
貍
 

「
大
袋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
ろ
ば

「
大
袋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
ろ
ば
」が
 

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
 

1
月
２４
日
貍
 

「
大
袋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
ろ
ば
」が
 

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
 

大袋ギャラリーひろば 
〈貸し出し受付〉 
・月曜～金曜日（祝日を除
く）、午前11時～午後５時 
〈貸し出し面積〉 
・全体（バックヤード含む）   
　　………………約112㎡ 
・ ギャラリーのみ 
　　………………約65㎡ 

〈交通〉 
・大袋駅下車徒歩２分 

★ 

大袋ギャラリーひろば 
（袋山1435－16） 

スーパー 

至せんげん台駅 

至北越谷駅 

大袋駅 

蜷
大
袋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
ろ
ば
の
　

　
　
 

完
成
予
想
図
 

仕
事
探
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー

仕
事
探
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー
 

仕
事
探
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー
 

「
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
こ
し
が
や
」
を

「
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
こ
し
が
や
」
を
 

　
ご
存
知
で
す
か
？

　
ご
存
知
で
す
か
？
 

「
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
こ
し
が
や
」
を
 

　
ご
存
知
で
す
か
？
 

おいでください―――――――― 

――空港行き高速バスをご利用の方へ―― 

パークアンドバスライド（専用駐車場）を開設します 
　成田空港行き・羽田空港行き高速バスの利用者専用駐車場
を開設します。 
〈実施日〉　２月１日豸から 
〈利用料〉　１日当たり１台１０００円 
〈利用方法〉　①駐車場のゲートで駐車券を取り、車を駐車
する（駐車券は各人で保管）、②新越谷駅西口の空港連絡高
速バスロビーの係員からサービス
券を受け取る、③サービス券と駐
車券を駐車場内の清算機械に投入
し料金を支払う 
B東武バス㈱運輸部蕁０３－３６
２１－５３１０、 東武バスセン
トラル㈱草加営業事務所蕁９３６
－１５３１ 

南越谷駅 

新越谷駅 

サンシティ 

足
立
越
谷
線
 

パークアンドバスライド 
（収容台数50台） 

★ 

1月1717日貍、午前午前1010時～午後時～午後3時 
新越谷駅１階コンコースで開催新越谷駅１階コンコースで開催 
1月17日貍、午前10時～午後3時 
新越谷駅１階コンコースで開催 

第3回 花フェスェスタ 第3回 花フェスェスタ 第3回 花フェスタ 

　市内で生産されたチューリップ・フリージア・バラ
などの切り花と、シクラメン・ベゴニアなど鉢物を販
売します（品物がなくなり次第終了します）。 くわい・
太郎兵衛もちの販売も行います。 
＊会場では「愛の詩募金」への募金も受け付けます。
募金いただいた方にはチューリップの球根をプレゼ
ントします 
B農政課蕁９６３－９１９３ 

　
大
袋
商
店
街
協
同
組
合
で
は
、
商

店
街
の
活
性
化
の
核
と
な
る
事
業
の

一
環
と
し
て
、
「
大
袋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ひ
ろ
ば
」
を
１
月
24
日
貍
、
午
前
10

時
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
埼
玉
県
の
商
店
街

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
等

補
助
金
、
越
谷
市
の
空
き
店
舗
等
活

用
事
業
補
助
金
、
そ
し
て
大
袋
商
店

街
協
同
組
合
の
負
担
金
に
よ
り
整
備

を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。
 

　
空
き
店
舗
を
改
装
し
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

絵
画
展
・
書
道
展
・
映
画
会
・
パ
ソ

コ
ン
教
室
な
ど
多
目
的
に
貸
し
出
し

を
行
な
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
の
団
体
・

学
校
等
と
連
携
を
と
り
、
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
と
情
報
の
発
信
基

地
と
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
貸
し
出
し
の
受
け
付
け
を
、
１
月

８
日
貅
か
ら
お
受
け
し
ま
す
。
詳
し

く
は
「
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら
せ
版

２
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

〈
問
合
せ
〉
 

　
大
袋
商
店
街
協
同
組
合
蕁
９
７
９

＝
７
７
９
５
 

　
15
年
４
月
に
開
設
し
た
「
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
こ
し
が
や
」
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
草
加
の
出
先
機
関
で
す
。
 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
同
じ
求
人
情
報

が
閲
覧
で
き
、
そ
の
場
で
紹
介
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
求
人
情
報
の
閲
覧
は
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
検
索
機
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
職
業
相
談
・
紹
介
は
、
間

仕
切
り
の
あ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
で
行
う

な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
も

配
慮
し
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
日
々
約
５
０
０
人
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
き
、
毎
月
約
２
０
０

人
の
方
が
就
職
し
て
い
ま
す
。
仕
事

探
し
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●
利
用
料
 

無
料
 

●
検
索
機
利
用
時
間
 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分
（
昼
休

み
の
時
間
帯
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
）
 

●
所
在
地
 

越
ケ
谷
２
の
２
の
27
平
和
堂
ビ
ル
１

階
（
越
谷
駅
東
口
下
車
徒
歩
４
分
）
 

＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公
共
 

 
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

B
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
こ
し
が
や
蕁
９
６

７
＝
８
６
０
９
 



I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ　 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

広報こしがやお知らせ版　平成16年（2004年）１月号　　２

越
谷
市
市
民
環
境
賞
が 

決
定
し
ま
し
た 

越
谷
市
市
民
環
境
賞
が 

決
定
し
ま
し
た 

越
谷
市
市
民
環
境
賞
が

越
谷
市
市
民
環
境
賞
が 

決
定
し
ま
し
た

決
定
し
ま
し
た 
越
谷
市
市
民
環
境
賞
が 

決
定
し
ま
し
た 
第21回 第21回 市

民
環
境
賞
は
、
身
近
な
環
境
を

調
べ
、
そ
の
調
査
結
果
を
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
そ
う
と
昭
和
58
年
か
ら
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
10
月
23
日
に

第
１
次
審
査
が
行
わ
れ
、
優
秀
賞
が

決
定
し
ま
し
た
。
11
月
15
日
に
は
優

秀
賞
作
品
の
中
か
ら
第
２
次
審
査
が

行
わ
れ
、
環
境
に
関
す
る
研
究
・
実

践
の
部
で
は
、
優
秀
賞
作
品
の
制
作

者
に
よ
る
発
表
を
行
い
、
審
査
の
結

果
、
市
民
環
境
賞
と
審
査
委
員
特
別

賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
各
賞
の
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

●
市
民
環
境
賞

《
環
境
ポ
ス
タ
ー
の
部
》

▽
地
球
に
や
さ
し
い
思
い
や
り
…
森

川
理
子
（
出
羽
小
５
年
）

《
環
境
に
関
す
る
研
究
・
実
践
の
部
》

▽
き
れ
い
に
改
造
綾
瀬
川
計
画
…
山

下
望
・
猪
又
真
由
子
・
氏
家
亜
澄
・

猪
鼻
咲
希
・
関
口
真
依
・
竹
之
内

遥
・
石
井
友
絵
・
府
川
勇
人
・
広
瀬

達
也
・
渋
谷
雅
和
・
乕
谷
亮
真
・
渡

部
慎
也
・
小
島
広
樹
・
有
村
智
樹

（
蒲
生
南
小
６
年
）

●
審
査
委
員
特
別
賞
（
環
境
に
関
す

る
研
究
・
実
践
の
部
か
ら
受
賞
）

▽
た
ま
ご
か
ら
せ
い
虫
へ
…
峯
木
藍

（
大
袋
北
小
３
年
）

●
優
秀
賞

《
環
境
に
関
す
る
研
究
・
実
践
の
部
》

▽
元
あ
ら
川
ち
ょ
う
さ
記
…
佐
藤
み

や
お
（
大
袋
北
小
３
年
）
●
▽
桜
井

南
小
学
校
の
空
缶
集
め
活
動
…
大
澤

阿
須
美
・
渡
辺
夕
貴
・
皿
海
百
恵
・

野
原
優
貴
・
石
原
佳
奈
・
新
山
拓

矢
・
武
田
誠
騎
・
佐
藤
慶
（
桜
井
南

小
６
年
）

《
環
境
ポ
ス
タ
ー
の
部
》

▽
ク
ー
ラ
ー
な
く
て
も
す
ず
し
い
よ
！

…
大
川
志
織
（
花
田
小
３
年
）
●
▽

緑
や
川
を
大
事
に
し
よ
う
！
…
一
門

夏
奈
（
弥
栄
小
４
年
）
●
▽
鳥
と
自

然
を
守
ろ
う
…
西
川
沙
由
里
（
蒲
生

南
小
６
年
）
●
▽
ゴ
ミ
も
り
っ
ぱ
な

資
源
…
鈴
木
彩
夏
（
千
間
台
小
６
年
）

●
▽
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
地
球
元
気
!!

…
渡
辺
美
樹
（
千
間
台
小
６
年
）

B
環
境
保
全
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８

３

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
で
、サ
ッ

カ
ー（
成
年
女
子
）、バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
成
年
男
子
６
人
制
）、軟
式
野
球

（
成
年
）の
会
場
と
な
る
越
谷
市
で

は
、児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、競
技
種

目
を
題
材
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
原
画

コ
ン
ク
ー
ル
を「
小
学
校
低
学
年
の

部
」、「
小
学
校
高
学
年
の
部
」、「
中

学
校
の
部
」の
３
部
門
で
実
施
し
ま

し
た
。特
賞
の
作
品
は
、実
行
委
員

会
が
作
製
す
る
国
体
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ

ー
の
原
画
に
使
用
す
る
予
定
で
す
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称

略
）。

〈
特
賞
〉
●
石
坂
千
明
（
平
方
中

１
年
）

〈
小
学
校
低
学
年
の
部
〉
●
▽
金

賞
…
立
澤
広
夢
（
大
相
模
小
２
年
）

●
▽
銀
賞
…
寺
島
康
平
（
花
田
小

１
年
）
●
▽
銅
賞
…
渡
辺
健
（
花

田
小
１
年
）
●
▽
佳
作
…
丹
野
愛

海
（
蒲
生
小
１
年
）、
鶴
田
実
咲

（
花
田
小
１
年
）、
山
田
祥
平
（
平

方
小
２
年
）

〈
小
学
校
高
学
年
の
部
〉
●
▽
金

賞
…
加
藤
栞
（
花
田
小
４
年
）
●

▽
銀
賞
…
野
本
侑
輝
（
平
方
小
５

年
）
●
▽
銅
賞
…
八
城
糸
織
（
平

方
小
５
年
）
●
▽
佳
作
…
久
保
田

早
織
（
平
方
小
４
年
）、
杉
山
詩
織

（
花
田
小
６
年
）

〈
中
学
校
の
部
〉
●
▽
銀
賞
…
浪

下
瑠
璃
（
平
方
中
１
年
）
●
▽
銅

賞
…
渡
辺
朋
美
（
北
中
３
年
）

B
国
体
事
務
局
蕁
９
６
１
＝
２
０

０
４

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が 

始
ま
り
ま
す

始
ま
り
ま
す 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が 

始
ま
り
ま
す 

16年度からから 16年度から 
現
在
、
国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、

行
政
機
関
へ
の
申
請
や
届
け
出
を
、

窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
い
つ
で
も

都
合
の
良
い
時
間
帯
に
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
行
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
と
は
、
こ
う
し
た
電
子
申
請
・

届
け
出
が
行
わ
れ
る
際
に
、
成
り
す

ま
し
や
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、

申
請
者
が
本
人
で
あ
る
か
を
確
認
す

る
た
め
の
電
子
的
な
身
分
証
明
書
を

発
行
し
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
内

に
格
納
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
や
国
税
の
申

告
な
ど
（
開
始
日
時
は
未
定
）
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
16
年
度
か
ら
各
種
の

手
続
き
が
整
い
次
第
、
電
子
申
請
で

き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
市
民
課

窓
口
で
手
数
料
５
０
０
円
で
交
付
し

て
い
ま
す
）、
身
分
証
明
書
（
顔
写
真

入
り
の
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）、
印
鑑
を
お
持

ち
の
う
え
市
民
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

電
子
証
明
書
の
受
け
付
け
は
１
月

中
旬
か
ら
行
う
予
定
で
す
。
交
付
手

数
料
は
５
０
０
円
で
す
が
、
３
月
31

日
ま
で
は
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
電
子
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
方
が
ご
自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
電
子
申
請
・
届
け
出
を

行
う
に
は
、
市
販
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
読

み
取
り
機
が
必
要
で
す
。

B
市
民
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
５
２

12
月
定
例
市
議
会
が
11
月
28
日

か
ら
市
役
所
議
場
で
開
か
れ
、
市

長
提
出
の
35
議
案
と
議
員
提
出
の

２
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

12
月
15
日
閉
会
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
天
草
静
子
氏
、

中
川
玲
子
氏
、
藤
田
久
子
氏
の
任

期
満
了
に
伴
う
後
任
委
員
に
再
び

天
草
氏
、
中
川
氏
、
藤
田
氏
を
推

薦
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

越
谷
市
、
吉
川
市
、
松
伏
町
の

２
市
１
町
で
増
林
地
内
に
計
画
し

て
い
る
仮
称
越
谷
広
域
斎
場
整
備

等
事
業
の
契
約
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
民
間
の
資

金
等
を
活
用
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と

し
て
、
施
設
整
備
と
20
年
間
の
運

営
等
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
越
谷
広
域
斎
場
㈱

に
委
託
す
る
も
の
で
す
。
37
年
度

ま
で
の
契
約
金
額
は
96
億
７
３
２

７
万
２
１
５
５
円
で
、
17
年
８
月

に
開
所
予
定
で
す
。

▽
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
15
年
度

越
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
））
●
▽
越
谷
市
部
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
●
▽
越
谷
市
職
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
●
▽
越
谷
市
議
会
議
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
●
▽
越
谷
市
特
別

職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
●
▽
市
長
、
助
役
及
び
収

入
役
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
●
▽
越
谷
市
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
●
▽
越
谷
市
常
勤
監
査
委
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

●
▽
越
谷
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
●
▽
越
谷
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
越

谷
市
地
区
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

理
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
越
谷

市
在
宅
介
護
者
福
祉
手
当
支
給
条

例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
裁
判
上
の

和
解
に
つ
い
て
●
▽
越
谷
市
都
市

公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
越
谷
市
公

共
事
業
再
評
価
委
員
会
条
例
制
定

に
つ
い
て
●
▽
議
決
事
項
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
（
公
共
下
水
道
築

造
工
事
（
中
川
第
１
号
雨
水
幹
線
）

６
工
区
請
負
契
約
の
締
結
）
●
▽

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
●
▽

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
●
▽

越
谷
市
教
育
委
員
会
職
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
●
▽
越
谷
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
●
▽
越
谷
市
公
民
館
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
越
谷
市

立
屋
外
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●

▽
越
谷
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
●
▽
平
成
15
年
度
越
谷
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て
●
▽
平
成
15
年
度
越
谷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
●
▽

平
成
15
年
度
越
谷
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て
●
▽
平
成
15
年
度
越
谷
市

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て
●
▽
平
成
15

年
度
越
谷
都
市
計
画
事
業
越
谷
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
費
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て
●
▽
平
成
15
年
度
越
谷
都
市

計
画
事
業
西
大
袋
土
地
区
画
整
理

事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て
●
▽
平
成
15
年

度
越
谷
市
公
共
下
水
道
事
業
費
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て
●
▽
平
成
15
年
度
越
谷
市

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て
●
▽
イ
ラ
ク
へ
の

自
衛
隊
派
遣
は
慎
重
に
対
応
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

●
▽
安
定
し
た
雇
用
を
増
や
し
、

雇
用
危
機
を
打
開
す
る
た
め
の
施

策
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

37
議
案
を
可
決

12
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員

天
草
静
子
氏
・
中
川
玲
子
氏

藤
田
久
子
氏
の
推
薦
に
同
意

仮
称
越
谷
広
域
斎
場

整
備
等
事
業
の

契
約
議
案
を
可
決

庶
務
課

蕁
９
６
３
＝
９
１
３
０

議
会
事
務
局

蕁
９
６
３
＝
９
２
６
１

問　合　せ

〈
そ
の
他可決

さ
れ
た
議
案
〉

《
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
》

《
ど
ん
な
届
け
出
が
で
き
る
の
》

《
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
》

国
体
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
者
を
発
表
し
ま
す特賞・石坂千明さんの作品 きれいに改造綾瀬川計画

地球にやさしい思いやり

は
や
と

と
ら
た
に

あ
い

お
お
え
き

さ
ら
が
い

も
と
き

い
ち
か
ど

ま
な

み

し
お
り
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平成16年度 
提
出
書
類
は
、
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の

箇
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
期
限
を

過
ぎ
た
も
の
、
郵
送
に
よ
る
申
請
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
追
加
登
録
の
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

〈
手
引
き
書
の
配
付
〉

１
月
５
日
豺

か
ら
。
契
約
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２

階
）

〈
受
け
付
け
〉

２
月
９
日
豺
〜
20
日

貊
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時

〜
４
時
。
市
役
所
別
館
第
６
会
議
室

〈
業
種
〉

建
設
工
事
（
建
設
業
法
に

基
づ
く
も
の
）、
設
計
・
調
査
・
測
量
、

土
木
施
設
維
持
管
理
、
建
設
資
材
、

物
品
売
買
等

B
契
約
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
３
１

●
学
校
給
食
の
配
送
請
負
業
務

16
年
度
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
学
校
へ
給
食
を
配
送
す
る
請
負

業
務
を
希
望
す
る
業
者
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。

〈
申
請
書
の
配
付
〉

１
月
14
日
貉
か

ら
。
保
健
給
食
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
４
階
）

〈
受
け
付
け
〉

２
月
２
日
豺
〜
13
日

貊
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
５
時
15
分
。
保
健
給
食
課

B
保
健
給
食
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
９

３
16
年
度
に
、
東
埼
玉
資
源
環
境
組

合
が
発
注
す
る
工
事
の
請
負
や
物
品

の
納
入
等
を
希
望
す
る
方
は
、
指
名

参
加
（
追
加
）
登
録
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
申
請
書
等
の
配
付
〉

１
月
５
日
豺

か
ら
。
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
一

工
場
総
務
課

〈
受
け
付
け
〉

２
月
９
日
豺
〜
20
日

貊
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時

〜
４
時
。
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第

一
工
場
総
務
課

B
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
一
工
場

総
務
課
蕁
９
６
６
＝
０
１
２
１
（
内

線
２
２
４
）

16
年
度
に
、
越
谷
・
松
伏
水
道
企

業
団
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
設

計
・
調
査
・
測
量
、
物
品
・
印
刷
・

役
務
等
を
希
望
す
る
方
は
、
競
争
入

札
（
見
積
）
参
加
資
格
審
査
（
追
加
）

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
要
領
の
配
付
〉

１
月
５
日
豺
か
ら
。

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
管
理
課

〈
受
け
付
け
〉

２
月
９
日
豺
〜
20
日

貊
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
。
越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
管
理
課

B
越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
管
理
課

蕁
９
６
６
＝
３
９
３
１
（
内
線
２
５

５
）

納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告

特
設
会
場
を

開
設
し
ま
す

G
平
成
15
年
度
の
①
市
・
県
民
税
、

②
国
民
健
康
保
険
税
の
年
税
額
に

変
更
の
あ
っ
た
方
や
新
た
に
課
税

さ
れ
た
方
に
、
通
知
書
と
納
付
書

（
口
座
振
替
の
方
に
は
通
知
書
の

み
）
を
①
は
１
月
６
日
貂
、
②
は

１
月
19
日
豺
に
発
送
し
ま
す
。
新

た
に
お
送
り
す
る
納
付
書
で
お
納

め
く
だ
さ
い

B
市
民
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４

４
・
９
１
４
５
、
国
民
健
康
保
険

課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
６

G
平
成
15
年
分
の
所
得
税
の
還
付

申
告
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説

明
を
聞
き
な
が
ら
、
申
告
書
の
作

成
・
提
出
が
で
き
ま
す
●
A
２
月

10
日
貂
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

（
医
療
費
控
除
）、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
）
●
D
桜
井
公
民
館
。
必
要
書

類
等
詳
し
く
は
左
記
へ

B
越
谷
税
務
署
蕁
９
６
５
＝
８
１

１
１

A
１
月
18
日
豸
、
２
月
１
日
豸
。

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
●
D
納
税

課
、
国
民
健
康
保
険
課
（
い
ず
れ

も
本
庁
舎
１
階
）

B
納
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
２
、

国
民
健
康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
４
３

給
与
所
得
者
の
所
得
税

還
付
申
告
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

G
越
谷
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の

申
告
相
談
を
開
設
し
ま
す
●
A
２

月
２
日
豺
〜
３
月
15
日
豺
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
●
D
中
央
市
民
会
館

５
階
会
議
室
（
譲
渡
所
得
や
贈
与

税
に
つ
い
て
は
越
谷
税
務
署
）。
２

月
13
日
貊
ま
で
は
還
付
申
告
の
み
。

必
要
書
類
等
詳
し
く
は
左
記
へ
●

平
成
15
年
度
市
・
県
民
税
の
第
４
期
分
、
国
民
健
康

保
険
税
の
第
８
期
分
の
納
期
限
は
２
月
２
日
豺
で
す
。

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

B
越
谷
税
務
署
蕁
９
６
５
＝
８
１

１
１

新
た
な
年
を 

　
　
　
迎
え
て 

越
谷
市
長
 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

経
済
は
回
復
が
遅
れ
、
世
相
も
暗
く
、

重
苦
し
い
雰
囲
気
が
続
い
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
面
で
国
の
か
た
ち
を
枠
組

み
か
ら
変
え
る
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
の
も
当
然
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
に
衆
議

院
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
大
政

党
と
言
わ
れ
る
双
方
が
「
地
方
分
権
」

を
主
張
し
て
い
た
の
は
、
大
多
数
の
国

民
の
意
識
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

地
方
分
権
に
つ
い
て
、
政
府
は
「
三

位
一
体
の
改
革
」、
つ
ま
り
補
助
金
、
地

方
交
付
税
、
税
源
の
３
つ
を
並
行
し
て

改
革
し
よ
う
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。「
国
が
特
定
の
事

業
に
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
地
方

自
治
体
の
自
主
性
を
損
ね
て
い
る
」
と

の
意
見
に
異
を
唱
え
る
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
論
に

な
る
と
進
展
が
な
い
の
が
現
実
で
す
。

「
三
位
一
体
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で

は
な
く
、
具
体
的
な
内
容
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
所
得
税
な
ど
の

基
幹
税
の
税
源
移
譲
な
ど
で
自
主
的
に

使
え
る
財
源
を
増
や
し
、
同
時
に
補
助

金
を
削
減
す
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い

ま
す
。

越
谷
市
も
、
昨
年
は
消
防
本
庁
舎
の

建
て
替
え
等
、
必
要
な
施
設
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
・
障
害
者
福

祉
の
施
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
新
規

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
財
政

が
厳
し
い
中
に
あ
っ
て
も
、
市
民
や
職

員
の
発
意
で
創
意
あ
ふ
れ
る
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
の

協
働
に
よ
り
「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま

れ
た
　
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
自
立
都
市
」

の
実
現
の
た
め
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。本

年
も
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
し
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に 

　
　
あ
た
っ
て 

越
谷
市
議
会
議
長
 

も
り
　
ひ
こ 

市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
は
、
皆
様
の
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
議

会
と
し
て
の
使
命
と
責
任
を
無
事
果
た

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
社
会
状

況
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
改
革
の
時
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
景
気
は
一
部
企

業
活
動
に
光
が
差
し
出
し
た
と
は
い
え
、

い
ま
だ
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、

経
済
対
策
や
雇
用
問
題
、
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
、
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
対

策
や
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
重
要

な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

地
方
自
治
に
お
き
ま
し
て
も
例
外
で
は

な
く
、
行
政
改
革
や
地
方
分
権
の
推
進

な
ど
解
決
す
べ
き
諸
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
は
本
市
が
全
国

に
39
市
あ
る
特
例
市
へ
の
移
行
を
す
る

な
ど
分
権
化
に
向
け
て
前
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
身
近
な
市
役
所
機
能
と
し
て
、

住
民
票
等
自
動
交
付
機
が
公
民
館
等
市

内
３
カ
所
に
導
入
さ
れ
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
、

防
災
の
拠
点
と
し
て
の
重
要
な
役
割
が

期
待
さ
れ
る
消
防
本
庁
舎
が
建
て
替
え

ら
れ
、
万
一
に
備
え
て
の
安
全
対
策
が

充
実
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諸
施
策
が
着
々

と
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
の
諸
情
勢
を
的
確
に
見
極
め

な
が
ら
、
市
民
の
福
祉
向
上
を
最
重
要

課
題
と
し
て
、
皆
様
の
ご
意
向
ご
要
望

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
市
の
将
来
都
市

像
の
実
現
に
向
け
て
、
十
分
に
論
議
を

尽
く
し
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
な

お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

年頭のごあいさつ 
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乕
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

（
面
接
・
電
話
）

A
毎
週
水
曜
日
、
第
２
・
４
月
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
　
D
埼

玉
県
中
央
労
働
商
工
セ
ン
タ
ー
　
H

無
料
　
E
事
前
に
左
記
へ
　
B
埼
玉

県
中
央
労
働
商
工
セ
ン
タ
ー
蕁
０
４

８
＝
６
４
２
＝
６
７
７
１

乕
巡
回
ろ
う
あ
者
相
談

A
２
月
４
日
貉
、
午
前
10
時
〜
正
午

■
D
こ
ば
と
館
　
G
聴
覚
に
障
害
の

あ
る
方
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
■

F
聴
覚
障
害
者
お
よ
び
聴
覚
障
害
者

に
か
か
わ
り
の
あ
る
方
な
ど
　
E
当

日
直
接
会
場
へ
。
当
日
の
午
後
１
時

〜
３
時
に
家
庭
訪
問
相
談
を
行
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
左
記
へ

■
B
埼
玉
県
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
８
＝
８
３
３
＝
７
５
１
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
＝
８
３
３
＝
７
５
５

９乕
工
業
所
有
権
取
得
費
補
助
金

G
市
内
の
中
・
小
企
業
者
等
の
方
を

対
象
に
工
業
所
有
権
の
出
願
・
審
査

請
求
・
登
録
（
初
回
分
）
に
係
る
経

費
の
一
部
（
２
分
の
１
以
内
、
上
限

10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
は

年
度
に
つ
き
１
回
で
す
　
E
対
象
経

費
支
払
い
後
30
日
以
内
に
必
要
書
類

（
産
業
振
興
課
で
お
配
り
し
て
い
ま

す
）
に
記
入
の
う
え
左
記
へ
　
B
産

お 

ら 
せ 

知 

越谷市役
所 

蕷343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話蕁
964-2111

応
募
応
募
す
る
す
る 
応
募
す
る 

利
用
利
用
す
る
す
る 

利
用
す
る 

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

不
審
な
電
話
・

に
せ
税
務
職
員
に

ご
注
意
を

国
･
県
・
市
町
村
の
税
務
職
員

を
か
た
り
、
税
金
を
還
付
す
る
た

め
と
称
し
て
、
勤
務
先
な
ど
を
電

話
で
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
税
金

の
還
付
は
、
提
出
書
類
等
に
基
づ

き
行
う
の
で
、
改
め
て
勤
務
先
等

を
照
会
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き

は
、
即
答
し
な
い
で
、
税
務
署
や

県
税
事
務
所
、
市
役
所
の
担
当
課

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

B
越
谷
税
務
署
蕁
９
６
５
＝
８
１

１
１
、
越
谷
県
税
事
務
所
蕁
９
６

２
＝
２
１
９
１
、
市
役
所
市
民
税

課
・
資
産
税
課
･
納
税
課
・
国
民

健
康
保
険
課
蕁
９
６
４
＝
２
１
１

１
（
代
表
）

●
移
動
図
書
館
「
し
ら
こ
ば
と
号
」

の
巡
回
駐
車
場
を
募
集
し
ま
す

多
く
の
方
に
本
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
車
に
本
を
積
ん
で

貸
し
出
し
を
す
る
移
動
図
書
館

「
し
ら
こ
ば
と
号
」
２
台
が
市
内
を

巡
回
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
等
を

対
象
に
、
16
年
度
の
駐
車
場
を
募

集
し
ま
す
。
次
の
２
点
に
つ
い
て

考
慮
の
う
え
、
１
月
28
日
貉
ま
で

に
市
立
図
書
館
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
申
請
書
は
市
立
図
書
館

で
お
配
り
し
て
い
ま
す
）。

①
し
ら
こ
ば
と
号
の
駐
車
に
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
安
全
な

所
で
あ
る
こ
と

乕
臨
時
教
職
員
の
登
録

G
平
成
16
年
度
の
臨
時
教
職
員
の
登

録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
　
F
小
･

中
学
校
の
教
諭
、
養
護
教
諭
、
事
務
、

栄
養
職
員
　
E
電
話
で
左
記
へ
（
登

録
者
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
て
連
絡

し
ま
す
）

B
教
育
委
員
会
総
務
課

蕁
９
６
３
＝
９
２
９
１

乕
障
害
者
記
念
事
業
「
第
２４
回
ふ
れ

あ
い
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー

G
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
の
ま
ち
づ

②
多
く
の
利
用
者
が
見
込
ま
れ
る

こ
と

＊
申
込
み
の
あ
っ
た
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
現
地
調
査
の
う
え
、

決
定
し
ま
す
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
選
考
）

●
「
日
本
古
典
文
学
鑑
賞
講
座
」

の
日
程
を
変
更
し
ま
し
た

２
月
14
日
貍
に
開
催
を
予
定
し

て
い
た
講
座
は
、
２
月
８
日
豸
に

変
更
し
ま
し
た
。
時
間
・
場
所
等

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

B
市
立
図
書
館
蕁
９
６
５
＝
２
６

５
５

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
・
生

徒
へ
の
健
康
教
育
の
一
環
と
し
て

禁
煙
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
15
年
５
月
１
日
に
は
健
康
増

進
法
が
施
行
さ
れ
、
健
康
教
育
の

さ
ら
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
学
校
は
児
童
・
生
徒
の
生

活
の
場
で
あ
る
た
め
、
受
動
喫
煙

に
よ
る
健
康
被
害
防
止
を
目
的
に
、

16
年
４
月
１
日
か
ら
市
内
の
各
小
・

中
学
校
の
敷
地
内
は
禁
煙
に
な
り

ま
す
。

地
域
の
方
、
学
校
施
設
を
利
用

す
る
諸
団
体
の
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

B
保
健
給
食
課
蕁
９
６
３
＝
９
２

９
４

介
護
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 
介
護
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

市
で
は
、
１
月
か
ら
介
護
保
険
の

住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
の
購
入
を
す

る
方
の
一
時
的
な
費
用
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、「
受
領
委
任
払
い
」
を

導
入
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
か
か
っ
た
費
用
の

全
額
を
利
用
者
が
一
時
負
担
し
、
後

日
、
市
に
申
請
す
る
こ
と
で
９
割
分

の
支
払
い
を
受
け
る
「
償
還
払
い
」

が
原
則
で
し
た
が
、
か
か
っ
た
費
用

の
１
割
を
利
用
者
が
支
払
い
、
残
り

の
９
割
分
は
事
業
者
が
市
か
ら
支
払

い
を
受
け
る
「
受
領
委
任
払
い
」
も

利
用
で
き
ま
す
。

〈
受
領
委
任
払
い
の
利
用
方
法
〉

受
領
委
任
払
い
は
市
に
登
録
を
し

た
事
業
者
の
み
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
登
録
事
業
者
名
簿
は
介
護

保
険
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
登
録
事

業
者
以
外
の
事
業
者
に
依
頼
す
る
場

合
は
、従
来
の
償
還
払
い
に
な
り
ま
す
。

＊
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
事

前
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
は
医
療

費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

次
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
は
医
療

費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

〈
施
設
サ
ー
ビ
ス
〉

蘆
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養

型
医
療
施
設
に
お
い
て
の
介
護
費
お

よ
び
食
費

蘆
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
の

介
護
費
お
よ
び
食
費
の
２
分
の
１
相

当
額

〈
居
宅
サ
ー
ビ
ス
〉

蘆
介
護
保
険
給
付
の
対
象
に
係
る
通

常
１
割
の
自
己
負
担
額

蘆
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
看
護
、

住
宅
改
修
と

福
祉
用
具
の
購
入
に

受
領
委
任
払
い
を

導
入
し
ま
す

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
を

発
行
し
ま
す

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅

療
養
管
理
指
導
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
短
期
入
所
療
養
介
護
）

蘆
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
と
併
用
し
て
い

る
福
祉
系
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
、

訪
問
入
浴
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期

入
所
生
活
介
護
）

＊
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
（
有

料
老
人
ホ
ー
ム
等
）、
痴
ほ
う
対
応

型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）、
福
祉
用
具
の
貸
与
・
購
入
、

住
宅
改
修
の
費
用
を
除
き
ま
す

市
で
は
、
昨
年
に
続
き
お
む
つ
代

の
医
療
費
控
除
を
受
け
て
い
る
方
に

老
齢
者
の
所
得
税
・
地
方
税

の
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
を
発
行
し
ま
す

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
を
発
行
し
ま

す
。
証
明
手
数
料
は
２
０
０
円
で
す
。

た
だ
し
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
や
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で

も
、
初
め
て
申
請
を
す
る
方
は
医
療

機
関
が
発
行
し
ま
す
。

業
振
興
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
９
２

乕
中
小
企
業
者
向
け
金
融
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す

A
１
月
14
日
貉
・
２
月
12
日
貅
・
３

月
10
日
貉
、
午
後
１
時
〜
４
時
　
D

中
央
市
民
会
館
第
５
相
談
室
　
G
埼

玉
県
信
用
保
証
協
会
の
中
小
企
業
診

断
士
が
、
保
証
協
会
付
融
資
の
返
済
、

企
業
の
維
持
お
よ
び
再
生
、
金
融
法

務
、
そ
の
ほ
か
金
融
に
か
か
わ
る
全

般
的
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
（
内

容
に
応
じ
た
資
料
等
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
）

F
中
小
企
業
の
経
営
者
の

方
　
H
無
料

B
商
業
観
光
課
蕁
９

６
３
＝
９
１
９
１

乕
交
通
遺
児
等
援
護
金
に
つ
い
て

G
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
、
交
通
遺
児
等
援
護
一
時
金
を
給

付
し
て
い
ま
す
。
給
付
額
は
遺
児
１

人
に
つ
き
年
額
５
万
円
。
給
付
は
４

月
末
日
で
す
　
F
乳
幼
児
、
小
・

中
・
高
等
学
校
、
各
種
学
校
等
に
在

学
す
る
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
交
通
遺
児
等
で
次
の
い
ず

れ
か
の
該
当
者
と
同
世
帯
の
県
民
の

方
。
①
高
等
学
校
交
通
遺
児
授
業
料

減
免
対
象
の
方
、
②
児
童
扶
養
手
当

対
象
の
方
、
③
生
活
保
護
世
帯
の
方
、

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は
均
等

割
り
の
み
納
付
世
帯
の
方
　
E
し
お

り
（
市
役
所
交
通
防
災
課
、
学
校
で

お
配
り
し
て
い
ま
す
）
を
ご
覧
の
う

え
、
１
月
末
日
ま
で
に
、
み
ず
ほ
信

託
銀
行
浦
和
支
店
へ
（
郵
送
可
）

＊
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
保
護
者

（
一
方
ま
た
は
双
方
）
が
、
交
通
事

故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い
障
害

（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
の
基

準
で
１
〜
３
級
相
当
）
を
生
じ
た

18
歳
以
下
の
方
を
い
い
ま
す

B
埼
玉
県
交
通
安
全
課
蕁
０
４
８
＝

８
３
０
＝
２
９
５
８

く
り
―
地
域
の
中
で
み
ん
な
で
大
き

な
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
つ
く
ろ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
Ｂ
３
判
画
用
紙
に
ク
レ

パ
ス
・
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
・
水
彩
絵

の
具
・
サ
イ
ン
ペ
ン
で
描
い
た
作
品
。

作
品
に
は
事
業
名
･
開
催
日
・
会
場

を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
　
F
市
内

在
住
・
在
勤
･
在
学
の
方
　
E
２
月

６
日
貊
ま
で
に
作
品
の
裏
に
氏
名
･

ふ
り
が
な
・
年
齢
･
所
属
・
学
年
等

を
記
入
し
左
記
へ
（
郵
送
可
）。
入
選

作
品
は
当
日
会
場
に
展
示
し
、
ふ
れ

あ
い
賞
は
式
典
で
表
彰
し
ま
す
　
B

障
害
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６
４

乕
埼
玉
県
青
少
年
相
談
員

G
青
少
年
の
相
談
相
手
と
な
り
、
子

ど
も
と
の
交
流
か
ら
健
や
か
な
青
少

年
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
任
期
は

16
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
●
F
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
16
年
４
月
１

日
現
在
で
18
歳
〜
32
歳
の
方
52
人
●

E
申
込
み
用
紙
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
お
配
り
し
て
い
ま
す
）
に
記
入
し
、

写
真
４
枚
（
３
・
５
詢
×
４
・
０
詢
）

を
添
え
て
左
記
へ
。
結
果
は
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
●
B
青
少
年
セ
ン
タ

ー
蕁
９
６
４
＝
０
２
７
２

65
歳
以
上
の
方
で
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
て
、
寝
た
き
り
の
状
態

等
に
つ
い
て
の
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

〈
申
込
み
・
問
合
せ
〉

介
護
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６
９

蝙
５
面
に
続
く

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

市
内
小
・
中
学
校

の
敷
地
内
は
禁
煙

に
な
り
ま
す

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ
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乕
市
政
モ
ニ
タ
ー
（
16
年
度
）

G
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
や
会
議

（
平
日
開
催
）
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
任
期
は
17
年
３
月
31
日
ま
で

●
F
市
内
在
住
の
16
年
４
月
１
日
現

在
で
20
歳
以
上
の
方
20
人
（
経
験

者
・
公
務
員
を
除
く
）
●
E
２
月
29

日
豸
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
職

業
・
応
募
理
由
（
70
字
程
度
）
を
記

入
し
左
記
へ
。
結
果
は
４
月
上
旬
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
●
B
広
報
広
聴
課

蕁
９
６
３
＝
９
１
１
７

乕
越
ケ
谷
高
等
学
校
定
時
制
の
生
徒

A
▽
一
般
募
集
…
学
力
検
査
は
２
月

26
日
貅
、
面
接
は
27
日
貊
●
▽
一
般

募
集
で
募
集
人
員
に
満
た
な
い
と
き

①
第
２
次
募
集
…
学
力
検
査
は
３
月

12
日
貊
、
②
特
別
選
考
（
19
歳
以
上
）

…
選
考
日
は
３
月
12
日
貊
（
面
接
・

作
文
）。
詳
し
く
は
左
記
へ
●
B
県
立

越
ケ
谷
高
等
学
校
定
時
制
課
程
蕁
９

６
５
＝
３
４
２
１

乕
越
谷
市
交
通
指
導
員

G
登
校
時
に
お
け
る
安
全
確
保
の
た

め
の
立
し
ょ
う
や
、
交
通
安
全
教
育
、

交
通
指
導
、市
の
行
事
等
に
お
け
る
交

通
整
理
な
ど
。
勤
務
時
間
は
午
前
７

時
30
分
〜
８
時
30
分（
登
校
時
の
安
全

確
保
）お
よ
び
交
通
安
全
教
育
、交
通

指
導
、整
理
な
ど
随
時（
１
カ
月
を
通

じ
て
標
準
50
時
間
）。
報
酬
は
月
額
６

万
１
４
０
０
円
●
F
市
内
在
住
で
交

通
法
令
お
よ
び
交
通
問
題
に
理
解
と

関
心
が
高
く
、健
康
で
指
導
力
の
あ
る

20
歳
〜
54
歳
の
方
若
干
名
●
E
２
月

６
日
貊
、
午
後
５
時
15
分
（
土
曜
・
日

曜
日
、祝
日
を
除
く
）ま
で
に
履
歴
書

に
写
真
を
添
付
し
て
左
記
へ
。採
用
は

面
接
を
行
い
決
定
し
ま
す
●
B
交
通

防
災
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８
５

乕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

G
い
じ
め
や
不
登
校
の
解
消
を
目
指

し
、
児
童
・
生
徒
か
ら
の
悩
み
相
談

の
対
応
や
地
域
の
情
報
収
集
な
ど
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
●
F
学
校
教
育

に
理
解
の
あ
る
22
歳
〜
60
歳
の
方
●

E
応
募
書
類
（
教
育
相
談
所
で
お
配

り
し
て
い
ま
す
）
に
記
入
し
、
１
月

23
日
貊
ま
で
に
左
記
へ
●
B
教
育
相

談
所
蕁
９
６
６
＝
６
８
３
３

乕
児
童
福
祉
審
議
会
委
員

G
児
童
福
祉
に
関
し
て
審
議
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
任
期
は
２
年
間

（
年
間
４
回
程
度
。
夜
間
開
催
も
あ
り

ま
す
）
●
F
市
内
在
住
の
方
（
ほ
か

の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
を

除
く
）
３
人
●
E
１
月
５
日
豺
〜
19

日
豺
に
応
募
用
紙
（
児
童
福
祉
課
で

お
配
り
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
に
記

入
し
「
応
募
の
動
機
に
つ
い
て
」
の

作
文
（
８
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て

左
記
へ
（
郵
送
可
）。
結
果
は
本
人
に

通
知
し
ま
す
●
B
児
童
福
祉
課
蕁
９

６
３
＝
９
１
６
６

乕
越
谷
税
務
署
臨
時
職
員

G
確
定
申
告
に
伴
う
入
力
事
務
な
ど
。

詳
し
く
は
左
記
へ
●
B
越
谷
税
務
署

蕁
９
６
５
＝
８
１
１
１

乕
第
４
回
市
展
（
越
谷
市
美
術
展
覧

会
）
出
品
作
品

G
２
月
15
日
豸
〜
22
日
豸
に
中
央
市

民
会
館
で
開
催
す
る
市
展
の
出
品
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
は
、
日
本

画
･
洋
画
（
版
画
を
含
む
）
・
彫

刻
・
工
芸
･
書
（
篆
刻

て
ん
こ
く

･
刻
字
を
含

む
）
・
写
真
の
６
部
門
●
F
市
内
在

住
･
在
勤
･
在
学
の
15
歳
以
上
の
方

（
中
学
生
を
除
く
）
●
H
１
作
品
に
つ

き
１
０
０
０
円
●
E
募
集
要
項
（
社

会
教
育
課
・
公
民
館
等
で
お
配
り
し

て
い
ま
す
）
を
ご
覧
の
う
え
、
１
月

５
日
豺
〜
30
日
貊
に
左
記
へ
●
B
社

会
教
育
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
８
３

乕
都
市
公
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

G
15
年
12
月
22
日
豺
付
け
で
、
越
谷

都
市
計
画
事
業
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計

画
お
よ
び
施
行
規
程
を
変
更
し
ま
し

た
●
B
都
市
公
団
埼
玉
東
部
開
発
事

務
所
蕁
９
６
７
＝
０
１
０
０

乕
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

G
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

を
含
む
17
市
で
構
成
さ
れ
、
戸
田
競

艇
で
開
催
す
る
競
艇
事
業
に
よ
る
収

益
を
17
市
に
分
配
し
て
い
ま
す

▽
１
月
の
開
催
日
…
３
日
貍
〜
８
日

貅
、
11
日
豸
〜
14
日
貉
、
17
日
貍
〜

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
●
F
10
人

（
抽
せ
ん
）
●
E
当
日
、
午
後
０
時
30

分
〜
１
時
15
分
に
中
央
市
民
会
館
第

16
会
議
室
へ
●
B
都
市
計
画
課
蕁
９

６
３
＝
９
２
２
１

乕
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
で
備
品
を

購
入
し
ま
し
た

G
七
左
一
若
草
自
治
会
で
は
、
住
民

が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
促
進
を
目
的
と
し
て
交
付
さ
れ

る
譛
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
15

年
度
宝
く
じ
助
成
を
受
け
て
、
太

鼓
・
防
犯
灯
・
テ
ン
ト
等
の
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
●
B
自
治
振
興
課
蕁

９
６
３
＝
９
１
５
３

乕
「
書
き
損
じ
は
が
き
の
回
収
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

G
越
谷
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
書
き

損
じ
は
が
き
を
回
収
し
、
世
界
寺
子

屋
運
動
（
発
展
途
上
国
へ
の
識
字
協

力
事
業
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
回
収

箱
は
市
役
所
総
合
受
付
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
●
B
社
会
教
育
課
蕁
９

６
３
＝
９
２
８
３

乕
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
文
化
財
を

災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

G
１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で

す
。
昭
和
24
年
に
法
隆
寺
金
堂
壁
画

が
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
に
制
定
さ

れ
、
今
年
で
50
回
目
で
す
。
市
で
は
、

清
浄
院
で
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

歴
史
・
文
化
を
今
に
伝
え
る
文
化
財

を
災
害
か
ら
守
り
、
後
世
に
伝
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
●
A
１
月
26
日
豺
、

午
前
10
時
30
分
か
ら
●
D
清
浄
院

（
大
松
）
●
B
社
会
教
育
課
蕁
９
６

３
＝
９
２
８
３

乕
老
人
医
療
（
マ
ル
老
）
制
度
の
支

給
対
象
者
が
変
わ
り
ま
す

G
16
年
１
月
１
日
か
ら
老
人
医
療
の

受
給
対
象
者
は
、
昭
和
９
年
１
月
２

日
〜
昭
和
10
年
12
月
31
日
に
生
ま
れ

た
方
に
な
り
ま
す
●
B
高
齢
福
祉
課

蕁
９
６
３
＝
９
１
７
０

■ 

そ
の
他 

そ
の
他 

４
面
か
ら
続
き

市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
採
用

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
募
集
職
種
〉

事
務
職
員
（
民

間
企
業
等
職
務
経
験
者
）
…
プ
ロ

グ
ラ
ム
ソ
フ
ト
、
業
務
シ
ス
テ
ム

の
企
画
・
設
計
お
よ
び
情
報
施
策

の
総
合
調
整
等
に
従
事

〈
応
募
資
格
〉

昭
和
43
年
４
月

２
日
〜
50
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
方
で
、
民
間
企
業
等
で
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
５
年
以
上

従
事
し
た
経
験
の
あ
る
方
（
学
歴

不
問
）

〈
募
集
人
員
〉

若
干
名

〈
試
験
日
〉

２
月
10
日
貂

〈
書
類
提
出
〉

１
月
19
日
豺
〜

21
日
貉
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
に
直
接
人
事
課
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

＊
詳
し
く
は
募
集
要
項
（
人
事
課
、

市
役
所
総
合
受
付
、
出
張
所
で

お
配
り
し
て
い
る
ほ
か
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
】

〈
対
象
〉

60
歳
未
満
の
健
康
な
方

〈
募
集
職
種
〉

給
食
調
理
員
、

保
育
士
、
施
設
管
理
員
（
清
掃
等

雑
務
全
般
）、
学
校
業
務
員
（
給
食

の
配
膳
補
助
、
文
書
収
受
業
務
等
）、

栄
養
士

〈
勤
務
場
所
〉

保
育
所
、
給
食

セ
ン
タ
ー
、
小
・
中
学
校
ほ
か

〈
勤
務
時
間
〉

月
曜
〜
金
曜
日
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
学

校
業
務
員
は
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
45
分
）

〈
書
類
提
出
〉

１
月
19
日
豺
〜

30
日
貊
に
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
添
付
し

て
、
本
人
が
直
接
人
事
課
（
市
役

所
本
庁
舎
２
階
）
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

後
日
、
面
接
に
よ
り
選
考
を
行
い

ま
す

＊
保
育
士
、
栄
養
士
を
希
望
す
る

方
は
資
格
証
明
書
の
写
し
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い

＊
す
で
に
登
録
を
し
て
い
る
方
も

希
望
す
る
方
は
改
め
て
提
出
く

だ
さ
い

B
人
事
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
３
２

市
立
病
院
で
は
、
育
児
休
業
代

替
と
し
て
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
募
集
職
種
〉

看
護
師
…
雇
用

期
間
は
最
長
３
年

〈
応
募
資
格
等
〉

原
則
４
週
８

休
・
３
交
代
制
勤
務
が
可
能
な
看

護
師
免
許
を
お
持
ち
の
方
。
給
与

は
越
谷
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
き
支
給
。
年
次
有
給

休
暇
、
病
気
休
暇
、
介
護
休
暇
等

あ
り
。
被
服
貸
与

〈
募
集
人
員
〉

若
干
名

〈
選
考
方
法
〉

面
接
・
作
文

＊
こ
の
ほ
か
、
看
護
師
の
臨
時
職

員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ

B
市
立
病
院
庶
務
課
蕁
９
６
５
＝

２
２
２
１

20
日
貂
、
23
日
貊
〜
26
日
豺

B
財
政
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
５

乕
最
低
賃
金
を
改
正
し
ま
し
た

G
15
年
10
月
１
日
か
ら「
埼
玉
県
最
低

賃
金
」を
、15
年
12
月
１
日
か
ら「
産
業

別
最
低
賃
金（
６
つ
の
特
定
の
産
業
）」

を
改
正
し
ま
し
た
。「
埼
玉
県
最
低
賃

金
」よ
り
、「
産
業
別
最
低
賃
金
」を
優

先
し
ま
す
●
B
埼
玉
労
働
局
蕁
０
４

８
＝
６
０
０
＝
６
２
０
５

乕
越
谷
市
商
工
対
策
委
員
会
の
傍
聴

A
１
月
13
日
貂
、
午
前
10
時
か
ら
●

D
中
央
市
民
会
館
特
別
会
議
室
●
G

越
谷
市
中
小
企
業
融
資
制
度
に
係
る

特
別
利
子
助
成
制
度
の
継
続
に
つ
い

て
●
F
10
人
（
先
着
順
）
●
E
当
日
、

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
に
中
央
市
民

会
館
第
２
会
議
室
へ
●
B
商
業
観
光

課
蕁
９
６
３
＝
９
１
９
１

乕
都
市
計
画
法
第
53
条
の
許
可
基
準

を
変
更
し
ま
し
た

G
都
市
計
画
法
第
53
条
に
規
定
す
る

都
市
計
画
施
設
等
の
区
域
内
の
建
築

の
許
可
基
準
を
変
更
し
ま
し
た
。
新

た
な
許
可
基
準
は
階
数
が
３
以
下
で
、

か
つ
、
地
階
を
有
し
な
い
こ
と
。
木

造
・
鉄
骨
造
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
造
そ
の
ほ
か
こ
れ
ら
に
類
す
る

構
造
で
あ
る
こ
と
。
容
易
に
移
転
し
、

ま
た
は
除
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
●
B
都
市
計
画
課
蕁

９
６
３
＝
９
２
２
１

乕
第
11
回
越
谷
市
都
市
計
画
審
議
会

の
傍
聴

A
１
月
23
日
貊
、
午
後
１
時
30
分
か

ら
●
D
中
央
市
民
会
館
第
13
〜
15
会

議
室
●
G
越
谷
都
市
計
画
区
域
の
変

更
に
つ
い
て
。
越
谷
都
市
計
画
都
市

計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保

全
の
方
針
の
決
定
に
つ
い
て
。
越
谷

都
市
計
画
区
域
区
分
の
変
更
に
つ
い

て
。
越
谷
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変

更
に
つ
い
て
。
越
谷
都
市
計
画
下
水

道
の
変
更
に
つ
い
て
。
越
谷
都
市
計

画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
つ
い
て

（
会
議
の
進
行
に
よ
り
、
非
公
開
と
な

越谷市商工会ＴＭＯ（まちづくり機関）が中心
市街地活性化事業の一環として行っている起業家
育成のためのチャレンジショップ「夢空感」が、
第2期生を迎え12月19日にオープンしました。
ぜひ、お立ち寄りください。
〈出店店舗〉
① アミーゴス
中南米輸入雑貨、ガーデニンググッズなど
② 貞茶房
台湾凍頂烏龍茶、高山茶、装飾品・雑貨など

③ K's  F lo ra l  S tud io
フラワーアレンジメント、プリザーブドフラワー、
ネイルアートなど
④ アムール・アドニス
指輪・ペンダント販売、制作など
⑤ オブジェ
ガラスアート、和紙工芸、半貴石アクセサリー、
バッグなど

〈所在地〉 越ケ谷本町８―３
J越谷市商工会蕁９６６―６１１１

越ケ谷本町チャレンジショップ 「夢空感」 
リニューアルオープン リニューアルオープン 

「夢空感」 「夢空感」 

４
月
１
日
付
け
採
用

市
職
員
を

募
集
し
ま
す

市
立
病
院
職
員
を

募
集
し
ま
す
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参
加
参
加
す
る
す
る 

参
加
す
る 

学
　
ぶ
　
ぶ 

学
　
ぶ 

観
　
る
　
る 

観
　
る 

＊
会
場
な
ど
は
予
定
で
す

▼
フ
ラ
メ
ン
コ
ク
ラ
ブ
・
ブ
レ
リ

ア
A
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
、
午
後

７
時
〜
９
時
　
D
蒲
生
公
民
館
■

H
月
会
費
３
０
０
０
円
　
B
坂
本

蕁
９
８
７
＝
５
０
３
５

▼
翔
乃
会
（
新
舞
踊
）

A
毎
月
第
１
・
２
・
３
水
曜
日
、

午
後
２
時
〜
４
時
　
D
桜
井
公
民

館
　
H
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月

会
費
２
０
０
０
円
　
B
榊
枝

さ
か
き
え
だ

蕁
９

７
５
＝
５
６
４
３

▼
新
方
ク
ラ
ブ（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

A
毎
週
土
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９

時
　
D
北
体
育
館
　
F
18
歳
〜
50

歳
く
ら
い
の
女
性
　
H
月
会
費
１

０
０
０
円
　
B
柴
蕁
０
９
０
＝
６

０
２
０
＝
３
４
０
１

▼
越
谷
ユ
ニ
カ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
俳
画
ク
ラ
ブ

A
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
　
D
北
越
谷
公
民
館

■
H
月
会
費
２
０
０
０
円
　
B
大

館
蕁
９
７
６
＝
５
７
５
５

▼
鈴
の
会
（
日
舞
）

A
火
曜
日
（
月
３
回
）、
午
後
６
時

〜
８
時
30
分
　
D
中
央
市
民
会
館

■
H
入
会
金
２
０
０
０
円
、
１
回

に
つ
き
２
０
０
０
円
　
B
吉
田
蕁

９
６
４
＝
３
２
０
４

▼
日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
・
越

谷
支
部

A
日
曜
日
、
月
曜
日
（
月
４
回
）。

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
　
D
神
影

流
武
道
場
（
宮
本
町
１
丁
目
）

■
H
月
会
費
１
５
０
０
円
　
B
豊

島
蕁
０
９
０
＝
２
２
４
１
＝
０
６

８
９

▼
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ウ
ィ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

D
大
袋
わ
か
ば
幼
稚
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
ほ
か
　
F
幼
児
〜
小
学
３
年
生

■
H
入
会
金
５
０
０
０
円
、
月
会

費
小
学
生
５
８
０
０
円
、
幼
児
５

３
０
０
円
。
時
間
な
ど
詳
し
く
は

左
記
へ
　
B
ウ
ィ
ン
わ
か
ば
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
蕁
９
７
４
＝
３
３
３

３

越谷市役
所 

蕷343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話蕁
964-2111

催 し ご 
案 
内 

人
１
０
０
０
円
■
E
１
月
21
日
貉

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
左
記
へ
　
B
越
谷
市
レ
デ

ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
池
上

蕁
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
７
６
＝
０
９
０
９

▼
現
代
書
芸
連
役
員
展

A
１
月
23
日
貊
〜
25
日
豸
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
25
日
は
３
時

ま
で
）

D
中
央
市
民
会
館
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
H
無
料
　
B
現
代

書
法
芸
術
家
連
盟
・
石
渡
蕁
９
６

２
＝
３
７
６
５

▼
新
春
江
戸
端
唄
体
験
講
座

A
１
月
20
日
貂
･
23
日
貊
、
午
後

２
時
〜
４
時
　
D
中
央
市
民
会
館

■
F
20
人
　
H
１
０
０
０
円
（
茶

菓
代
含
む
）

B
越
谷
端
唄
の

会
・
上
原
蕁
９
６
６
＝
２
６
９
３

▼
ジ
ョ
イ
ン
ト
詩
の
朗
読
会

A
１
月
28
日
貉
、
午
前
10
時
30
分

開
演
　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
視
聴
覚
室

■
G
島
崎
藤
村
ほ
か
　
H
無
料
■

B
サ
ン
シ
テ
ィ
朗
読
研
究
会
・
柴

田
蕁
９
６
４
＝
９
５
３
７

▼
七
草
を
摘
ん
で
食
べ
る
会

A
１
月
７
日
貉
、
午
前
10
時
中
央

市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー
集
合
　
D

中
央
市
民
会
館
　
F
20
人
　
H
無

料
　
B
越
谷
市
創
作
家
協
会
・
山

崎
蕁
９
６
７
＝
１
１
１
７

乕
普
通
救
命
講
習
会

A
２
月
８
日
豸
、
午
後
１
時
〜
４
時

■
D
大
沢
北
交
流
館
　
F
15
歳
以
上

の
方
30
人
（
申
込
み
順
）

H
無
料
■

E
１
月
７
日
貉
か
ら
左
記
へ
■
B
大

沢
北
交
流
館
蕁
９
７
９
＝
９
９
５
５

乕
越
谷
市
商
工
会
青
年
部
講
演
会

A
１
月
17
日
貍
、
午
後
２
時
〜
４
時

30
分
　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
■

G
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
！
今
、
子
ど
も
た
ち
の

脳
が
危
な
い
〜
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
は
子

ど
も
た
ち
か
ら
人
間
ら
し
さ
を
奪

う
！
」。
講
師
は
日
本
大
学
大
学
院
教

授
の
森
昭
雄
さ
ん
■
H
無
料
■
E
当

日
直
接
会
場
へ
　
B
越
谷
市
商
工
会

蕁
９
６
６
＝
６
１
１
１

乕
日
商
簿
記
検
定
試
験

A
２
月
22
日
豸
。
３
級
は
午
前
９
時

か
ら
、
２
･
４
級
は
午
後
１
時
か
ら

■
D
獨
協
大
学
　
H
２
級
４
０
８
０

円
、
３
級
２
０
４
０
円
、
４
級
１
５

３
０
円
　
E
１
月
15
日
貅
〜
28
日
貉

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
に
受
験
料
を
添
え
て

左
記
へ
　
B
草
加
商
工
会
議
所
（
草

加
市
）
蕁
９
２
８
＝
８
１
１
１

乕
応
急
手
当
講
習
会
（
上
級
救
命
）

A
２
月
６
日
貊
、
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
　
D
消
防
本
庁
舎
（
公
共

の
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

■
G
心
肺
そ
せ
い
法
ほ
か
　
F
市
内

在
住
・
在
勤
の
15
歳
以
上
の
方
30
人

（
申
込
み
順
）

H
無
料
　
E
１
月
24

日
貍
ま
で
に
左
記
へ
　
B
越
谷
市
消

防
署
蕁
９
７
４
＝
０
１
３
６

乕
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
乙
種
第
４

類
・
丙
種
）

A
２
月
15
日
豸
、
午
前
10
時
か
ら
■

D
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
　
H
乙
種

第
４
類
３
４
０
０
円
、
丙
種
２
７
０

０
円
　
E
１
月
14
日
貉
〜
21
日
貉

（
消
印
有
効
）
に
郵
送
で
譛
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県
支
部
へ
。
受

験
案
内
は
消
防
本
部
、
消
防
署
お
よ

び
各
分
署
に
あ
り
ま
す
　
B
消
防
本

部
予
防
課
蕁
９
７
４
＝
０
１
０
３

乕
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
相
談
指
導

教
室

A
①
２
月
５
日
･
②
12
日
・
③
19

日
・
④
26
日
･
⑤
３
月
４
日
の
木
曜

日
、
午
前
10
時
〜
正
午
（
③
は
午
後
１

時
ま
で
）。
全
５
回
　
D
越
谷
保
健
所

G
①
②
は
書
道
、
③
は
調
理
実
習
、

④
⑤
は
絵
画
　
F
統
合
失
調
症
で
通

院
中
の
方
で
主
治
医
の
了
解
を
得
た

方
15
人
（
申
込
み
順
）

H
無
料
■
E

事
前
に
本
人
が
直
接
左
記
へ
■
B
障

害
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６
４

乕
Ｎ
Ｐ
Ｏ
初
級
講
座
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て

な
あ
に
？
」

最
近
社
会
的
に
活
動
が
注
目
さ
れ
、

重
要
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
」
の
こ
と
を
初
歩
か
ら
学
べ
る

講
座
を
開
催
し
ま
す

A
１
月
24
日
貍
、
午
後
１
時
15
分
か

ら
　
D
中
央
市
民
会
館
第
２
・
３
会
議

室
　
F
40
人
（
申
込
み
順
）

H
無
料

■
B
企
画
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
２
２

乕
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

A
２
月
３
日
貂
、
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
D
中
央
市
民
会
館
第
17
・
18

会
議
室
　
G
就
職
活
動
を
効
果
的
に

進
め
る
方
法
を
学
び
ま
す

F
県
内

の
亀
井
明
子
さ
ん
　
F
50
人
（
申
込

み
順
）

H
無
料
　
E
B
男
女
共
同

参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
蕁
９
７
０
＝
７

４
１
１

乕
大
人
の
学
校
公
開
講
座

A
１
月
17
日
貍
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
G
「
少
子
化
社
会
の
課
題

―
結
婚
で
き
な
い
若
者
た
ち
」。
講
師

は
日
本
青
年
館
結
婚
相
談
所
長
の
板

本
洋
子
さ
ん
■
F
50
人
（
申
込
み
順
）

■
H
無
料
　
E
B
男
女
共
同
参
画
支

援
セ
ン
タ
ー
蕁
９
７
０
＝
７
４
１
１

乕
商
工
会
珠
算
検
定
試
験

A
２
月
15
日
豸
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
　
D
越
谷
産
業
会
館
（
中
町
）
■

H
受
験
料
１
級
２
０
４
０
円
、
２
級

１
５
３
０
円
、
３
級
１
３
３
０
円
、

４
〜
６
級
９
２
０
円
、
７
〜
10
級
７

１
０
円
　
E
１
月
16
日
貊
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
受

験
料
を
添
え
て
左
記
へ
。
１
級
受
験

者
は
写
真
（
４
･
５
詢
×
３
・
５
詢
）

が
必
要
で
す
　
B
越
谷
市
商
工
会
蕁

９
６
６
＝
６
１
１
１

乕
女
性
の
た
め
の
シ
ネ
マ
＆
ト
ー
ク

A
１
月
30
日
貊
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
D
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン

タ
ー
　
G
「
ビ
デ
オ
に
み
る
女
の
生

涯
Ⅵ
―
結
婚
･
子
育
て
・
夫
と
の
関

係
」。
講
師
は
シ
ネ
マ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
小
野
由
理
さ
ん
　
F
30
人
（
申

込
み
順
）
■
H
無
料
　
E
B
男
女
共

同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
蕁
９
７
０
＝

７
４
１
１

乕
一
日
消
防
署
長
「
い
っ
し
ょ
に
火

の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
せ
ん
か
」

G
３
月
１
日
〜
７
日
の
春
の
火
災
予

防
運
動
期
間
中
の
広
報
活
動
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
ま

た
、
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
一
日

消
防
署
長
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

■
F
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上

の
方
　
E
１
月
30
日
貊
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ
　
B
越
谷
市
防
火
安
全
協

会
事
務
局
（
消
防
本
部
予
防
課
内
）

蕁
９
７
４
＝
０
１
０
３

１
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
５
＝
０
９
４
３

乕
埼
玉
鴨
場
の
見
学
会

A
２
月
20
日
貊
、
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
。
午
前
９
時
50
分
、
鴨
場
正
門

前
集
合
　
D
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場

■
F
市
内
在
住
の
成
人
40
人
（
抽
せ

ん
）。
鴨
場
見
学
会
に
未
参
加
の
方

■
H
無
料
　
E
１
月
30
日
貊
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
見
学
す
る
方

（
１
枚
２
人
ま
で
）
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
･
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
、
返
信
面
の
あ
て
先
に
代
表
者
の

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
左
記
へ
　
B

広
報
広
聴
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
７

乕
第
２７
回
越
谷
健
康
マ
ラ
ソ
ン
祭

A
３
月
21
日
豸
、
午
前
９
時
け
や
き

荘
で
受
付
（
小
雨
決
行
）

D
県
民

健
康
福
祉
村
　
G
▽
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の

部
…
３
･
７
誅
、
５
･
４
誅
、
10
誅

（
中
学
生
は
３
･
７
誅
の
み
）

▽
健

歩
の
部
…
２
誅
、
４
誅

F
市
内
在

住
･
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上
の

方
　
H
８
０
０
円
（
昼
食
希
望
者
は

別
途
５
０
０
円
）

E
１
月
６
日
貂

〜
２
月
13
日
貊
に
参
加
費
を
添
え
て

体
育
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
。
当

日
北
越
谷
駅
西
口
か
ら
無
料
送
迎
バ

ス
（
８
時
20
分
･
35
分
・
50
分
発
）

が
出
ま
す
　
B
体
育
課
蕁
９
６
３
＝

９
２
８
４
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
蕁
９
６
２
＝
１
５
１
６
、
け
や
き

荘
蕁
９
６
５
＝
５
８
２
２
、
く
す
の

き
荘
蕁
９
７
９
＝
６
６
０
０

乕
新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

A
２
月
１
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
　
D
こ
し
が
や
能
楽
堂
　
H
２

０
０
０
円
（
お
し
の
ぎ
付
き
）。
収
益

は
発
展
途
上
国
へ
寄
付
し
ま
す
　
E

１
月
15
日
貅
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で

越
谷
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
佐
久
間
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
９
７
６
＝
２
５
６
２
）
へ
　
B

社
会
教
育
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
８
３

乕
消
防
音
楽
隊
演
奏
会

A
２
月
１
日
豸
、
午
後
２
時
開
演
■

D
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
　
G
デ
ィ

　子育て中の親の身近な相談相手を育成する「子育てサポ
ーター育成講座」と親同士の交流を図る「子育て支援講演
会・交流事業」を開催します。いずれも10人程度の保育
を行いますので希望の方は申込み時にご予約ください。 

子育てサポーター育成講座 
〈日程・内容〉　下表のとおり（いずれも午前10時～正午） 
〈会　場〉中央市民会館５階会議室 
〈対　象〉全日程参加可能な市内在住・在勤の成人20人（申込み順） 
〈申込み〉１月７日貉、午前９時から生涯学習センターへ（電話可） 

子育て支援講演会・交流事業 
〈日程・内容〉２月７日貍　 
　第１部：午後１時開演 
　　　　講演会「子どもの心のとらえ方」 
　　　　講師は筑波大学社会医学系教授の徳田克巳さん 
　第２部：午後２時45分開演　 
　　　　ファミリーソングライターズクラブによるミニコンサート 
〈会　場〉北部市民会館劇場 

　　生涯学習センター蕁964－0321（月曜日休所） 

子育て支援事業の参加者を子育て支援事業の参加者を 
募集します募集します 

子育て支援事業の参加者を 
募集します 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

日程 

1/22貅 

1/29貅 

2/ 5貅 

2/12貅 

日程 

2/19貅 

2/26貅 

3/ 4貅 

3/11貅 

内　　　容 

子育ての現状 

子どもと遊び 

子どもの安全と病気 

子育ての悩みへの対応 

内　　　容 

子どもの接し方 

子どもの心の発達 

子育て支援とは 

地域の子育て支援の実情 

（童話の読み聞かせ・おもちゃ・手遊び） 

（ワークシップ形式） 

（ワークシップ形式） 

参加 
無料 

問 

回 回 
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A
毎
月
第
１
･
２
･
３
月
曜
日
、

午
後
１
時
〜
４
時
　
D
西
体
育
館

■
H
入
会
金
５
０
０
円
、
月
会
費

５
０
０
円
　
B
山
内
蕁
９
６
２
＝

６
２
４
２

▼
Ｌ
Ｂ
越
谷

A
毎
週
火
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４

時
　
D
第
１
体
育
館
　
G
新
卓
球

（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

H
月
会
費
１

０
０
０
円
　
B
竹
島
蕁
９
８
８
＝

５
６
５
８

▼
サ
ー
ク
ル
・
レ
イ
ン
ボ
ー

A
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
、
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
D
こ
ば

と
館
　
G
車
い
す
ダ
ン
ス
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
経

験
者
）
も
募
集
中
　
H
無
料
　
B

宮
田
蕁
０
９
０
＝
２
１
７
５
＝
０

５
０
６

▼
第
７
回
越
谷
市
冬
季
公
式
テ
ニ

ス
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会

A
２
月
５
日
貅
（
予
備
日
は
６
日

貊
）、
午
前
９
時
15
分
開
会
　
D

し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
　
G
ダ
ブ
ル
ス
　
F
越
谷
市

レ
デ
ィ
ー
ス
に
登
録
し
て
い
る
方

（
当
日
登
録
可
）
１
２
８
人
　
H
１

▼
初
心
者
向
けEnjoy

エ
ア
ロ
ビ

ク
ス

A
２
月
５
日
貅
、
午
前
10
時
15
分

〜
11
時
30
分
　
D
中
央
市
民
会
館

３
階
ホ
ー
ル
　
H
無
料
。
乳
幼
児

同
伴
可
　
C
室
内
靴
･
バ
ス
タ
オ

ル
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
　
E

当
日
直
接
会
場
へ
　
B
エ
ア
ロ
ビ

ク
スFITS

フ
ィ
ッ
ツ

･
藤
本
蕁
９
７
７
＝
７

３
９
４

＊
１
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
１
日
豢
〜
３
日

貍
、
13
日
貂

●
科
学
工
作
体
験
「
不
思
議
な
箱
」

A
▽
平
日
…
午
後
３
時
30
分
か
ら

▽
土
曜
･
日
曜
日
お
よ
び
６
日
貂
･

７
日
貉
…
午
前
11
時
30
分
か
ら
・
午

後
３
時
30
分
か
ら
　
D
工
作
室
　
H

１
０
０
円
　
F
小
学
５
年
生
以
上
の

方
20
人
（
申
込
み
順
）

E
開
始
10

分
前
に
直
接
会
場
へ

●
科
学
実
験
体
験
「
使
い
す
て
カ

イ
ロ
を
作
ろ
う
」

A
▽
平
日
…
午
後
２
時
か
ら
　
▽
土

曜
・
日
曜
日
…
午
前
10
時
か
ら
・
午

後
２
時
か
ら
　
D
実
験
室
　
H
無
料

F
小
学
５
年
生
以
上
の
方
20
人
（
申

込
み
順
）

E
開
始
10
分
前
に
直
接

会
場
へ

●
ミ
ニ
科
学
講
演
会
「
光
と
レ
ー

ザ
ー
光
線
―
光
の
不
思
議
を
体
験

し
よ
う
」

A
１
月
18
日
豸
、
午
後
１
時
受
付

1
時
30
分
開
始
　
D
実
験
室
　
G
サ

イ
エ
ン
ス
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鈴
木
隆

則
さ
ん
（
理
化
学
研
究
所
）
に
よ
る

講
演
と
実
験
お
よ
び
実
験
体
験
　
F

小
学
５
年
生
以
上
40
人
（
先
着
順
）

H
無
料
　
E
１
月
６
日
貂
〜
16
日
貊

に
ミ
ラ
ク
ル
へ
（
電
話
可
）

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

●
「
60
歳
か
ら
の
は
じ
め
て
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
」

A
２
月
11
日
豢
･
13
日
貊
・
14
日
貍
、

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
　
D
実

験
室
　
H
無
料
　
F
市
内
在
住
の
60

歳
以
上
で
本
教
室
未
受
講
の
方
10
人

（
抽
せ
ん
）

E
往
復
は
が
き
に
教
室

名
･
住
所
･
氏
名
･
ふ
り
が
な
･
生

年
月
日
･
電
話
番
号
、
返
信
面
に
郵

便
番
号
･
住
所
･
氏
名
を
記
入
し
、

１
月
21
日
貉
（
必
着
）
ま
で
に
体
験

セ
ン
タ
ー
へ
。
応
募
は
１
人
１
通

科学技術 
体験センター 
蕷343-0851
七左町2-205-2

　961-7171
● 

南越谷小 

サンシティ 

南越谷駅 

新
越
谷
駅 

ミラクル 
乕
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

会
G
消
防
法
に
よ
り
一
定
人
数
以
上
の

建
物
お
よ
び
テ
ナ
ン
ト
等
に
は
、
資

格
を
持
つ
防
火
管
理
者
を
定
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
防
火
管
理
者
が

い
な
い
建
物
お
よ
び
テ
ナ
ン
ト
等
の

管
理
権
原
者
は
、
管
理
･
監
督
的
な
立

場
の
方
を
受
講
さ
せ
て
く
だ
さ
い
■

A
２
月
23
日
豺
･
24
日
貂
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
。
全
２
回
　
D

消
防
本
庁
舎
　
F
１
０
０
人
（
申
込

み
順
）

H
３
５
０
０
円
　
E
１
月

13
日
貂
〜
２
月
６
日
貊
（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
に
申
込
書
（
消
防
本
庁
舎
・

各
分
署
で
お
配
り
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）
に
記
入
し
、
写
真
１
枚
（
３
×

４
詢
）
を
添
え
て
左
記
へ
　
B
消
防

本
部
予
防
課
蕁
９
７
４
＝
０
１
０
３

在
住
の
就
職
希
望
者
30
人
（
申
込
み

順
）

H
無
料
　
E
１
月
８
日
貅
か

ら
左
記
へ
　
B
産
業
振
興
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
９
２

乕
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

A
１
月
29
日
貅
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー

ル
　
G
「
人
権
問
題
こ
れ
か
ら
の
課

題
―
無
意
識
の
差
別
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
と
映
画
視
聴
。
講
師
は
文

教
大
学
教
育
学
部
教
授
の
平
沢
茂
さ

ん
　
H
無
料
　
B
社
会
教
育
課
蕁
９

６
３
＝
９
２
８
３

乕
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

A
１
月
24
日
貍
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
D
男
女
共
同
参
画
支
援

セ
ン
タ
ー
　
G
「
ス
ク
ー
ル
・
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
と

解
決
の
た
め
に
」。
講
師
は
ス
ク
ー

ル
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
代
表

乕
第
４
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
「
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
大
会
」
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会

A
５
月
30
日
豸

G
▽
身
体
障
害
者

…
陸
上
競
技
・
水
泳
・
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
･
卓
球
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

■
▽
知
的
障
害
者
…
陸
上
競
技
・
水

泳
・
卓
球
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
　
D
埼
玉
県
障
害
者

交
流
セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
）
ほ

か
　
F
４
月
１
日
現
在
で
満
13
歳
以

上
の
身
体
・
知
的
障
害
者
の
方

＊
本
大
会
は
埼
玉
県
代
表
選
手
選
考

会
を
兼
ね
て
い
ま
す

E
１
月
23
日
貊
ま
で
に
左
記
へ
　
B

障
害
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６
４

乕
外
国
人
の
た
め
の
「
に
ほ
ん
ご
ひ

ろ
ば
」

A
１
月
17
日
〜
３
月
20
日
の
毎
週
土

曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
。
全

10
回
　
D
中
央
市
民
会
館
　
F
日
本

語
を
学
び
た
い
外
国
人
の
方
　
H
無

料
　
E
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
左
記
へ
。
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

B
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
秘
書
課
内
）
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
５
＝
０
９
４
３
、
メ
ー

ルkiajapan@
kiajapan.com

乕
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ
ば

A
１
月
17
日
貍
、
午
後
３
時
30
分
〜

５
時
　
D
中
央
市
民
会
館
会
議
室
■

G
文
化
・
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
外
国

人
の
方
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
　
F
40
人
（
申
込
み
順
）
■

H
無
料
　
E
電
話
･
フ
ァ
ク
ス
で
左

記
へ
　
B
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
秘
書
課
内
）
蕁
９
６
３
＝
９
１

ズ
ニ
ー
・
フ
ァ
ン
テ
ィ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
ほ
か
　
H
無
料
　
B
消
防
本
部
予

防
課
蕁
９
７
４
＝
０
１
０
３

乕
リ
ユ
ー
ス
展

A
１
月
25
日
豸
、
午
前
９
時
〜
11
時
。

雨
天
の
場
合
は
２
月
１
日
豸

D
資

源
化
セ
ン
タ
ー
内
リ
ユ
ー
ス
展
示
場

（
砂
原
）

G
使
用
可
能
な
粗
大
ご
み

の
有
効
活
用
の
た
め
、
テ
ー
ブ
ル
や

い
す
な
ど
の
家
具
を
即
売
し
ま
す
。

市
で
は
配
達
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
購

入
し
た
品
物
は
ご
自
分
で
お
持
ち
帰

り
く
だ
さ
い
　
B
環
境
資
源
課
蕁
９

６
３
＝
９
１
８
２

乕
第
３
回
養
護
学
校
教
育
フ
ェ
ア

A
１
月
22
日
貅
・
23
日
貊
、
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
（
22
日
は
正
午
か
ら
）

■
D
浦
和
コ
ル
ソ
大
ホ
ー
ル
　
G
作

業
学
習
の
製
品
・
生
産
物
の
展
示
･

領
布
・
作
業
実
演
。
県
内
15
校
が
参

加
　
B
職
業
教
育
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
（
春
日
部
養
護
学
校
内
）
蕁
０
４

８
＝
７
６
１
＝
１
９
９
１

乕
第
１０
回
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

A
２
月
１
日
豸
、
午
後
１
時
30
分
開

演
　
D
中
央
市
民
会
館
劇
場
　
F
３

０
０
人
（
先
着
順
）

H
無
料
。
出
場

を
希
望
す
る
外
国
人
の
方
は
左
記
へ

B
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局(

秘

書
課
内
）
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
４

乕
サ
ン
シ
テ
ィ
広
場
イ
ベ
ン
ト
「
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
イ
ズ
シ
ョ
ー
」

A
１
月
25
日
豸
、
午
前
11
時
か
ら
・

午
後
２
時
か
ら
。
雨
天
決
行
　
D
サ

ン
シ
テ
ィ
広
場
　
H
無
料
　
B
サ
ン

シ
テ
ィ
実
行
委
員
会
蕁
９
８
５
＝
１

１
３
１

▼
第
２
回
順
天
堂
大
学
医
学
部
付

属
順
天
堂
越
谷
病
院
学
術
講
演

会
A
１
月
24
日
貍
、
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
　
D
順
天
堂
越
谷
病
院
■

G
関
節
痛
・
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど

に
つ
い
て
　
H
無
料
　
E
当
日
直

接
会
場
へ
　
B
順
天
堂
大
学
越
谷

病
院
蕁
９
７
５
＝
０
３
２
１

▼
ひ
か
り
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

A
２
月
28
日
貍
、
午
後
１
時
開
演

■
D
中
央
市
民
会
館
劇
場
　
G
ジ

ャ
ズ
、
津
軽
三
味
線
　
H
９
０
０

円
。
越
谷
市
ほ
か
後
援
　
E
２
月

１
日
豸
ま
で
に
左
記
へ
　
B
ロ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
友
の
会
ア
リ
ス
・
塚
村

蕁
９
７
５
＝
２
７
７
０

▼
公
益
信
託
「
越
谷
ま
ち
づ
く
り

基
金
」
「
越
谷
都
市
整
備
ト
ラ

ス
ト
」
助
成
事
業

G
15
年
度
の
助
成
事
業
を
募
集
し

ま
す
　
F
①
公
共
空
間
の
整
備
・

美
化
･
保
全
、
②
公
共
施
設
の
整

備
充
実
、
③
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

公
益
的
事
業
　
E
１
月
21
日
貉
ま

で
に
左
記
へ
。
助
成
の
採
否
お
よ

び
助
成
額
は
運
営
委
員
会
で
決
定

し
ま
す
　
B
住
友
信
託
銀
行
越
谷

支
店
蕁
９
６
５
＝
８
１
２
１

▼
越
谷
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
文
化
発

表
会

A
１
月
15
日
貅
、
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
D
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー

ル
・
ポ
ル
テ
ィ
コ
ホ
ー
ル
　
G
展

示
部
門
（
絵
画
･
書
道
・
手
芸
等
）、

演
出
部
門
（
合
唱
・
合
奏
・
舞
踊

等
）

H
無
料
　
B
越
谷
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
事
務
局
蕁
９
６
６
＝
２

１
０
０
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。

水
曜
･
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
子
育
て
サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
研

修
会

A
３
月
13
日
貍
・
14
日
豸

D
県

民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
伊
奈
町
）

■
G
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
ほ
か
　
F

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
な

ど
１
０
０
人
（
申
込
み
順
）

H

無
料
　
E
２
月
14
日
貍
ま
で
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

所
属
団
体
名
を
記
入
の
う
え
、
往

復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
左
記
へ
　
B
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
彩
の

子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
内
「
子

育
て
サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

実
行
委
員
会
」（
蕷
362
＝
０
０
１
４

上
尾
市
本
町
３
の
13
の
20
）
蕁
０

４
８
＝
７
７
０
＝
５
２
７
２
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
４
８
＝
７
７
０
＝
５
２
７

０
、
メ
ー
ルoffice@

sainoko.net

▼
埼
玉
県
立
大
学
一
般
公
開
講
座

①
エ
ク
セ
ル
で
作
る
家
計
簿
…
A

１
月
24
日
貍
、
午
後
１
時
〜
４
時

■
F
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で

き
る
方
40
人
（
抽
せ
ん
）

H
５

０
０
円
　
②
車
い
す
介
助
の
実
際

…
A
２
月
14
日
貍
、
午
後
２
時
〜

４
時
　
G
車
い
す
の
種
類
・
構

造
・
特
性
な
ど
を
理
解
し
、
介
助

方
法
を
実
習
し
ま
す
　
D
い
ず
れ

も
埼
玉
県
立
大
学
　
E
①
は
１
月

14
日
貉
、
②
は
２
月
６
日
貊
ま
で

に
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号
を
記
入

し
左
記
へ
　
B
埼
玉
県
立
大
学

（
蕷
343
＝
８
５
４
０
三
野
宮
８
２

０
）
蕁
９
７
３
＝
４
１
１
４

「
お
知
ら
せ
パ
ッ
ク
こ
の
指
と
ま
れ
！
」
の
平
成
16
年
度

分
の
「
団
体
登
録
」「
掲
載
依
頼
」
の
受
け
付
け
を
２
月
２

日
豺
か
ら
開
始
し
ま
す
。
申
請
書
な
ど
は
、
１
月
19
日
豺
か

ら
広
報
広
聴
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
で
お
配
り
し
ま
す
。

団
体
登
録
が
必
要
な
い
団
体
で
も
掲
載
依
頼
は
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

B
広
報
広
聴
課
広
報
担
当
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
７

市内19校の障害児学級に
通う児童・生徒の作品（絵
画､工作、書道作品、粘土
細工、版画カレンダーなど）
を展示します

〈日時〉1月29日貅～2月3日貂、
午前９時30分～午後４時30分
（３日は午後３時30分まで）
〈会場〉中央市民会館市民ギャ
ラリー

B教育相談所蕁966-6839

第13回越谷市小中学校

わくわくアート展
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保健センター 
蕷343-0022
東大沢1-12-1

　978-3511

● 

対
象
は
市
内
在
住
の
方
。
特
に
記

載
が
な
い
場
合
の
会
場
は
保
健
セ
ン

タ
ー
、
費
用
は
無
料
、
申
込
み
は
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
申
込
み

順
）

事前に各医療機関に電話連絡 
のうえ、受診してください 休日当番医 

１月１日 １月11日 

１月12日 

２月１日 

１月２日 

１月３日 

１月４日 

蜴境医院蕁974-0552 
　下間久里８８６-６６／内・小・
　外・皮 
蜴獨協医科大学越谷病院 
　蕁965-1111 
　南越谷２-１-５０／内・呼・消・
　循・小・外・整・心・小外・
　産婦・眼・耳・脳・沁・麻 
蜷高橋歯科医院蕁965-4184 
　弥生町３-２５／歯・小歯・矯歯 
蜷清水歯科医院蕁965-2350 
　東越谷３-７-６／歯・小歯・矯歯 
 
 
蜴坂巻医院蕁977-3223 
　大泊１０５７-５／内・小・皮 
蜴十全病院蕁964-7377 
　赤山町５-１０-１８／内・小・外
　・整 
蜷パラシオン歯科医院 
　蕁964-8241 
　宮本町５-３９-４０-１０２／歯 
蜷山闢歯科医院蕁977-8846 
　大沢３-１０-１／歯・矯歯 
 
 
蜴熊坂整形外科病院蕁974-5101 
　大沢４-７-１７／外・整 
蜴越谷市立病院蕁965-2221 
　東越谷１０-４７-１／内・小・外
　・脳・産婦 
蜷川津歯科医院蕁965-4368 
　宮本町３-１４８-５／歯 
蜷小野歯科クリニック 
　蕁966-7222 
　越ヶ谷１-１-１２／歯・小歯 
 
 
蜴慶和病院蕁978-0033 
　千間台西２-１２-８／内・外 
蜴越谷ふれあいクリニック 
　蕁960-5380 
　赤山町６-５-１７／小・内・胃・
　皮・形 
蜷松本歯科医院蕁965-3152 
　赤山町５-９-１７／歯 

 
 
蜴宮本医院蕁972-1211 
　三野宮８０６-６／外・胃・内・
　皮・泌 
蜴大西医院蕁974-5331 
　恩間５１-３８／内・小 
蜷寺内歯科医院蕁966-2225 
　赤山町５-５-１６／歯 
 
 
蜴若葉クリニック蕁978-9010 
　南荻島４３７１-２／内 
蜴さくら皮フ科クリニック 
　蕁964-1222 
　東越谷６-６５-１／皮 
蜷中里歯科医院蕁964-4268 
　赤山町４-１３-２３／歯・小歯 
 
 
蜴弥栄医院蕁974-4407 
　弥栄町１-１０５-１８４／内・小 
蜴山口整形外科蕁977-0123 
　袋山１３６１-８／整 
蜷いわもと歯科医院蕁962-6480 
　赤山町２-１３６-１／歯・小歯・
　矯歯 
 
 
蜴大沢診療所蕁964-9831 
　大沢４-１２-１１／内・消・小・
　皮 
蜴花田内科クリニック 
　蕁966-1610 
　花田３-５-８／内 
蜷匠歯科クリニック蕁964-8818 
　赤山町１-１１４-１／歯・小歯・
　矯歯 
 
 
蜴越谷吉伸病院蕁985-3333 
　七左町４-３５８／精・神・心・
　内 
蜴中井皮膚科医院蕁965-7127 
　越ヶ谷２-１-１／皮 
蜷坂下歯科蕁969-3030 
　赤山町１-５３／歯・小歯・矯
　歯・歯口 

１月18日 

１月25日 

教
室
・
講
座

●
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

A
１
月
14
日
貉
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
。
21
日
貉
、
28
日
貉
、
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
。
全
３
回
　
D

保
健
セ
ン
タ
ー
　
G
講
話
、
ス
ト
レ

ッ
チ
・
ダ
ン
ベ
ル
体
操
の
実
習
な
ど

■
F
35
人
。
現
在
体
操
教
室
に
参
加

し
て
い
る
方
、
11
月
の
ダ
ン
ベ
ル
体

操
教
室
に
参
加
し
た
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
　
C
ダ
ン
ベ
ル
（
お
持
ち
で

各
種
相
談

●
乳
幼
児
育
児
相
談

D
A
F
▽
保
健
セ
ン
タ
ー
…
１
月
７

日
貉
・
14
日
貉
・
21
日
貉
・
２
月
４

日
貉
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
20

組
）

▽
蒲
生
公
民
館
…
１
月
21
日

お
知
ら
せ

●
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画

「
い
き
い
き
越
谷
２１
」【
歯
科
保
健

編
】

〈
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

○
お
口
の
健
康
を
み
ん
な
で
守
ろ
う

○
し
っ
か
り
食
べ
て
き
ち
ん
と
歯
み

が
き
、
丈
夫
な
歯
を
つ
く
ろ
う

〈
目
標
〉

○
虫
歯
を
予
防
し
よ
う

○
歯
周
病
を
予
防
し
よ
う

○
一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
よ
う

○
子
供
の
頃
か
ら
歯
に
よ
い
も
の
を

食
べ
よ
う
（
丈
夫
な
歯
を
つ
く

ろ
う
）

〈
最
近
の
研
究
か
ら
〉

残
っ
て
い
る
歯
が
少
な
い
高
齢
者

ほ
ど
、
大
脳
の
海
馬
付
近
の
容
積
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
痴
ほ
う
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
自
分
の
歯
の
数
を
保
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
虫
歯
は
一
生
治
ら
な
い

感
染
症
の
一
種
で
す
。
予
防
が
一
番
。

早
期
発
見
早
期
治
療
に
心
が
け
ま
し

ょ
う

●
１
月
の
日
程

▽
８
日
貅
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
D
越
谷
市
役
所
　
▽
14
日
貉
、
午

後
２
時
〜
４
時
　
D
越
谷
吉
伸
病
院

●
サ
ン
シ
テ
ィ
献
血
ル
ー
ム
（
蕁
０

１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７
９
）
で
は
、

毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
（
12
月
30
日

貂
〜
１
月
３
日
貍
を
除
く
）。
全
血
は

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時

〜
５
時
30
分
、
成
分
献
血
は
午
前
10

時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
２
時
〜

４
時
30
分
で
す
。

の相談コーナー 
越谷市薬剤師会 

蜴１月の相談日 

13日貂・27日貂 
午後１時～３時 

蜴保健センター２階 

貉
、
午
前
９
時
〜
11
時
（
10
組
）
■

▽
桜
井
公
民
館
…
１
月
22
日
貅
、
午

前
９
時
〜
11
時
（
10
組
）。
い
ず
れ
も

乳
幼
児
　
G
計
測
・
育
児
相
談
な
ど

●
歯
科
健
診
・
相
談

A
１
月
28
日
貉
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
G
歯
科
健
診
・
相
談
。
治
療

は
行
い
ま
せ
ん
　
F
20
人
（
80
歳
以

上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

５
人
を
含
む
）

な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）、
タ
オ

ル
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
、
筆
記

用
具
■
E
１
月
７
日
貉
、
午
後
１
時

30
分
〜
１
時
40
分
に
本
人
が
直
接
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
。
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
。
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
翌
日
か
ら
電
話
申
込
み
可

●
心
の
健
康
教
室
「
更
年
期
を
さ
わ

や
か
に
」

A
D
G
全
２
回
。
①
２
月
９
日
豺
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
…
保
健
セ
ン

タ
ー
、
保
健
師
講
話
・
腰
痛
防
止
体

操
等
　
②
２
月
18
日
貉
、
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
…
男
女
共
同
参
画
支
援

セ
ン
タ
ー
、
医
師
講
演
・
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
C
体
操
で
き

る
服
装
　
F
市
内
在
住
の
女
性
30
人

■
E
１
月
14
日
貉
か
ら

20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国

民
年
金
に
加
入
す
る
の
で
す

か
。

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住

所
を
有
す
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
等
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

は
、
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
20
歳
を
迎
え
た
自
営
業
お

よ
び
学
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
人

は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。

加
入
手
続
き
は
、
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
送
ら
れ
る
国
民
年
金
被

保
険
者
資
格
取
得
届
出
（
申
出
）

書
を
市
民
課
国
民
年
金
係
の
窓
口

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

B
市
民
課
国
民
年
金
係
蕁
９
６

３
＝
９
１
５
５

Ａ Ｑ

越
谷
保
健
所
か
ら
の

越
谷
保
健
所
か
ら
の 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

蕁
9
6
4

9
6
4
＝
1
2
6
6

1
2
6
6

越
谷
保
健
所
か
ら
の 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

蕁
9
6
4
＝
1
2
6
6

●
各
種
検
査
（
有
料
）

D
い
ず
れ
も
越
谷
保
健
所
。
事
前

に
専
用
容
器
を
保
健
所
に
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
　
▽
便
の
検
査

（
腸
内
細
菌
、
寄
生
虫
）
…
A
１
月

26
日
豺
、
２
月
９
日
豺
、
23
日
豺
、

３
月
８
日
豺
、
22
日
豺
、
午
前
９

時
〜
11
時
　
▽
水
質
検
査
…
A
１

月
19
日
豺
、
２
月
２
日
豺
、
16
日

豺
、
３
月
１
日
豺
、
15
日
豺
、
午

前
９
時
〜
11
時

●
各
種
相
談
（
要
予
約
）

D
い
ず
れ
も
越
谷
保
健
所
　
E
電

話
で
保
健
予
防
推
進
担
当
へ
　
▽

エ
イ
ズ
、
梅
毒
の
検
査
、
相
談
…

A
１
月
５
日
豺
、
19
日
豺
、
２
月

２
日
豺
、
３
月
１
日
豺
、
15
日
豺
、

午
前
９
時
〜
10
時
。
２
月
16
日
豺
、

午
後
５
時
〜
６
時
30
分
。
相
談
は

随
時
　
H
感
染
の
心
配
の
あ
る
方

は
無
料
、
匿
名
で
受
検
可
　
▽
精

神
保
健
福
祉
相
談
…
A
１
月
20
日

貂
、
３
月
16
日
貂
、
午
前
９
時
〜

10
時
　
G
心
の
悩
み
の
あ
る
方
、

家
族
の
相
談

インフルエンザに 
　　　　気をつけて 
インフルエンザに 
　　　　気をつけて 

インフルエンザは、かぜ症候群の
中で重い症状が現れやすいもののひ
とつです。次の点に注意して予防し
ましょう
・外から帰ったときは、うがい、手
洗いをしましょう

・必要以上に人ごみに出ないように
心がけましょう

・過労、睡眠不足などの不摂生は避
けましょう

・室内の乾燥に気をつけましょう
・十分な栄養をとりましょう
＊インフルエンザの予防と早期治療
により重症化を防止しましょう
保健センター蕁９７８－３５１１問



９ 広報こしがやお知らせ版　平成16年（2004年）１月号

粗大ごみ（1辺50襤以上）の収集は蕁963-5
ご

3
み

00
ゼロゼロ

へ I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
越
谷
市
医
師
会
会
員
２

３
０
名
は
今
年
も
昨
年
と
同
様

に
、
常
に
市
民
の
方
々
の
健
康
と

命
を
守
る
と
い
う
重
大
な
責
任
を

再
確
認
し
な
が
ら
「
生
涯
を
通
じ

て
健
康
で
明
る
い
生
活
が
で
き
る

越
谷
市
」
を
作
る
一
員
と
し
て
、

市
民
の
皆
様
に
「
安
心
・
安
全
・

満
足
の
医
療
」
を
提
供
し
、
信
頼

さ
れ
敬
愛
さ
れ
る
医
師
会
と
な
る

よ
う
に
懸
命
の
努
力
を
続
け
て
参

り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
方
の
さ
ら

な
る
ご
協
力
、
ご
理
解
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

昨
今
、「
カ
ラ
ス
の
鳴
か
な
い
日

が
あ
っ
て
も
、
医
療
事
故
の
話
が

マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
な
い
日
は

な
い
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
故
が
多

発
し
、
事
故
が
起
こ
る
度
に
対
策

と
し
て
事
故
防
止
の
た
め
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
り
が
叫
ば
れ
各
病
院
や

診
療
所
で
は
そ
れ
を
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
減
る
兆

し
が
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い
越
谷
市

で
は
世
間
を
騒
が
す
よ
う
な
事
故

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
今

一
度
、
医
療
人
の
初
心
に
か
え
り

患
者
さ
ん
と
全
人
間
的
に
接
し
、

患
者
さ
ん
か
ら
学
ば
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
い
う
姿
勢
を
堅
持
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
事
故

防
止
の
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
越
谷
市
医
師
会
で

は
医
療
事
故
０ゼ

ロ

を
目
指
し
、
新
春

早
々
に
「
医
療
事
故
防
止
研
修
会
」

を
開
催
し
今
年
の
初
仕
事
と
致
し

ま
す
。

さ
て
、
一
昨
年
の
12
月
16
日
か

ら
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
越
谷
市

小
児
夜
間
急
患
診
療
所
は
昨
年
10

月
末
日
ま
で
に
１
日
の
休
診
日
も

な
く
３
２
０
日
間
診
療
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
間
に
延
べ
６
７
５

５
人
の
小
児
の
患
者
さ
ん
が
訪
れ

ま
し
た
。
１
日
平
均
21
人
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
診
療
所

は
初
期
救
急
に
対
応
し
ま
す
の
で

386

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

越谷市医師会 
会　長 

天草　大陸 

消費生活センター 
蕷343-8501
越ヶ谷4-1-1

　965-8886

● 

重
い
病
気
の
方
は
後
方
病
院
（
二

次
救
急
に
対
応
す
る
越
谷
市
立
病

院
と
獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
）

に
紹
介
し
、
そ
こ
で
点
滴
治
療
や

入
院
治
療
な
ど
を
行
う
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
数
は

１
５
９
人
で
、
受
診
者
の
う
ち

２
・
35
謾
を
占
め
ま
し
た
。
受
診

者
の
居
住
地
は
、
越
谷
市
が
81
・

９
謾
で
し
た
。
今
年
も
引
き
続
き

小
児
科
医
の
み
に
よ
る
診
療
を
３

６
５
日
間
行
い
ま
す
。

越
谷
市
医
師
会
は
市
民
の
皆
様

と
手
を
携
え
て
地
域
医
療
の
充
実

に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
介

護
予
防
等
の
保
健
活
動
も
積
極
的

に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
何
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
消
費
生
活
特
別
講
座
「
暮
ら
す
！
」

技
術
の
提
案
〜
心
豊
か
な
輊
普
通

の
暮
ら
し
軫
を
築
き
な
お
す
た
め

に
〜

A
１
月
26
日
豺
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
D
中
央
市
民
会
館
第
４
〜
６

会
議
室
　
G
講
師
は
『「
捨
て
る
！
」

技
術
』
の
著
者
辰
巳
渚
さ
ん
　
F
１

２
０
人
　
E
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ

●
米
消
費
拡
大
推
進
事
業
「
食
生
活

の
提
案
」

A
１
月
21
日
貉
、
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
１
時
　
D
中
央
市
民
会
館
調
理

室
　
G
料
理
教
室
「
ホ
ー
ム
パ
ー
テ

ィ
に
手
巻
き
寿
司
を
」。
講
師
は
越
谷

鮨
商
組
合
の
方
　
F
市
内
在
住
の
方

20
人
（
申
込
み
順
）

H
無
料
　
E

電
話
で
市
民
生
活
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
５
６
へ

●
米
消
費
拡
大
推
進
事
業
〜
講
話
と

ラ
イ
ス
・
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
〜

【
調
理
者
グ
ル
ー
プ
を
募
集
】

A
２
月
20
日
貊
、
午
後
２
時
30
分
ま

で
に
調
理
　
D
中
央
市
民
会
館
調
理

室
　
G
米
を
主
材
料
と
し
た
料
理
を

つ
く
り
審
査
会
に
出
品
。
テ
ー
マ
は

「
食
欲
減
退
の
と
き
の
米
料
理
」。
審

査
員
が
試
食
・
審
査
・
表
彰
し
ま
す

■
F
市
内
在
住
４
人
一
組
の
５
グ
ル

ー
プ
（
男
女
構
成
問
わ
ず
）

H

無
料
（
材
料
費
を
支
給
）

【
講
話
受
講
者
を
募
集
】

A
２
月
20
日
貊
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
D
中
央
市
民
会
館
第
９
・
10

会
議
室
　
G
講
話
…
「
ご
飯
の
食
文

化
を
大
切
に
！
」、
講
師
は
み
ず
菜

「
越
谷
在
住
栄
養
士
の
会
」
の
中
野
紀

久
子
さ
ん
。
コ
ン
テ
ス
ト
…
さ
ま
ざ

ま
な
消
費
者
グ
ル
ー
プ
等
が
調
理
し

た
米
料
理
を
講
話
参
加
者
全
員
で
試

食
、
審
査
　
F
市
内
在
住
の
方
35
人

（
申
込
み
順
）

E
電
話
で
市
民
生
活

課
蕁
９
６
３
＝
９
１
５
６
へ

●
「
劇
団
さ
く
ら
」
公
演

A
２
月
５
日
貅
、
午
後
２
時
〜
４
時

■
D
中
央
市
民
会
館
劇
場
　
G
「
寸

劇
で
見
せ
ま
す
、
悪
質
商
法
の
現
場
」

〜
愉
快
な
寸
劇
を
見
て
学
ぶ
、
だ
ま

さ
れ
な
い
た
め
の
知
恵
〜
。
出
演
は

「
劇
団
さ
く
ら
」「
消
費
生
活
劇
団
こ

し
が
や
」。
主
催
は
埼
玉
県
東
部
市
町

村
消
費
者
行
政
推
進
連
絡
協
議
会
南

部
部
会
・
越
谷
市
　
F
３
０
０
人

（
申
込
み
順
）

E
１
月
９
日
貊
か
ら

電
話
で
市
民
生
活
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
５
６
へ

●
こ
し
が
や
市
民
法
律
教
室
（
１
月

実
施
分
）
受
講
者
の
追
加
募
集

A
１
月
10
日
貍
、
午
後
２
時
〜
４
時

■
D
中
央
市
民
会
館
第
２
･
３
会
議

室
　
G
昨
年
10
月
か
ら
開
講
し
て
い

る
「
こ
し
が
や
市
民
法
律
教
室
」
の

受
講
者
を
追
加
募
集
。
テ
ー
マ
は

「
消
費
生
活
と
法
律
」
悪
徳
商
法
〜
高

利
貸
し
に
ぶ
つ
か
っ
た
〜
。
講
師
は

弁
護
士
の
大
木
健
司
さ
ん
　
F
10
人

程
度
　
E
電
話
で
市
民
生
活
課
蕁
９

６
３
＝
９
１
５
６
へ

●
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
悪
質
な
「
利

用
し
た
覚
え
の
な
い
請
求
」
が
横

行
し
て
い
ま
す

利
用
し
た
覚
え
が
な
い
有
料
ア
ダ

ル
ト
番
組
の
利
用
料
、
ツ
ー
シ
ョ
ッ

ト
ダ
イ
ヤ
ル
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
と
称

す
る
情
報
料
、
債
権
な
ど
を
請
求
す

る
文
書
が
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
送
、

電
報
で
届
い
た
が
不
安
で
あ
る
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
相
談
が
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
大
量
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
請
求
書
に
は
「
入

金
が
な
い
場
合
に
は
自
宅
、
勤
務
先

へ
回
収
に
出
向
く
」
な
ど
、
不
安
を

感
じ
る
文
面
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う

し
た
架
空
請
求
に
対
し
て
次
の
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

①
利
用
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

支
払
う
必
要
は
な
い

請
求
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
利
用

し
て
い
な
け
れ
ば
、
一
切
支
払
う
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
に
は
応
じ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
請
求
自
体
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
詐
欺
等
の
犯
罪
に

な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

②
記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
に
、
不

用
意
に
連
絡
を
し
な
い

電
子
メ
ー
ル
や
郵
便
に
「
至
急
ご

連
絡
を
く
だ
さ
い
」「
お
問
合
せ
は
下

記
連
絡
先
へ
」
な
ど
と
書
か
れ
て
あ

っ
て
も
、
不
用
意
に
連
絡
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

電
子
メ
ー
ル
で
請
求
を
受
け
た
場

合
に
、
不
用
意
に
返
信
す
る
の
も
危

消防署からのお知らせ
◆備えて安心！住宅用火災警報器
毎日健康でいきいきと暮らすための基盤になる｢住まい｣はどこよ

りも安心して暮らせる場所でなければなりません。特に、高齢者の
場合、日常生活の大半を住宅内で過ごすことが多く、また、病気や
身体不自由などの条件が重なった場合には、火災が発生した際の自
力避難が非常に困難になります。
住宅火災では、発見の遅れなどによる｢逃げ遅れ」が、そしてその

発生場所をみると、寝室や居間などの「居室」が、大半を占めてい
ます。高齢者や身体の不自由な人たちを火災から守るためには、居
住環境におけるきめ細やかな防火安全対策が不可欠です。火災では
時間の経過とともに被害が拡大するため、早期の発見が大切です。
その手段の一つに住宅用火災警報器があります。警報器の種類に

は、室内の温度上昇を感知して、警報音を鳴らす熱式警報器と、煙
を感知して警報音を鳴らす煙式警報器があります。電源は家庭用の
コンセントから配線するものや、乾電池式のものがあります。これ
らの機器を、台所や寝室、居間な
どの天井に取り付け、火災の早期
発見を心がけるとともに消火器の
準備、寝具や、カーテンを防炎製
品にするなど、日ごろから備えを
して「住まい」を火災から守りま
しょう。

J消防本部予防課蕁974－0103

険
で
す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
氏
名
や
住
所
な
ど
の
個
人
情
報
は

教
え
な
い

②
の
と
お
り
、
こ
ち
ら
か
ら
は
絶

対
に
連
絡
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
例
え
ば
電
話
な
ど
で
請
求
が
き

た
場
合
な
ど
に
、
相
手
に
対
し
て
自

分
の
個
人
情
報
（
氏
名
、
住
所
、
勤

め
先
な
ど
）
を
教
え
る
の
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

④
悪
質
な
場
合
は
、
警
察
な
ど
に
相

談
す
る
こ
と

脅
迫
ま
が
い
の
請
求
や
常
識
的
に

考
え
て
迷
惑
な
時
間
帯
（
深
夜
・
早

朝
）
に
何
度
も
電
話
を
か
け
て
き
た

場
合
は
、
恐
喝
等
の
犯
罪
に
該
当
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に

は
警
察
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を

請
求
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
不
明

な
点
や
不
安
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、

相
手
に
連
絡
・
支
払
い
を
す
る
前
に
、

ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
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●
印
の
講
座
は
■
往
復
は
が
き

に
講
座
名
・
実
施
日
・
住
所
・
親
子
の

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
子
ど
も
の
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、１
月
14
日

貉（
消
印
有
効
）ま
で
に
子
育
て
サ
ロ

ン
へ
。申
込
み
は
１
人
１
講
座
の
み

で
市
内
在
住
の
方
。応
募
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
。結
果
は
必
ず
ご
連
絡

し
ま
す
。

申

I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ　子育て電話相談は蕁960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時）

▽
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
…
A
２
月
21
日

貍
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
●
D
花
田
学
童
保
育
室
●
G
親
子

で
楽
し
め
る
催
し
も
の
を
行
い
ま
す

●
F
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

10
組
●
▽
乳
幼
児
の
子
育
て
を
楽
し

も
う
…
A
２
月
28
日
貍
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
●
D
子
育
て
サ
ロ

ン
●
G
乳
幼
児
の
発
達
の
特
色
・
親

子
の
か
か
わ
り
方
な
ど
楽
し
い
お
話

し
が
聞
け
ま
す
●
F
就
学
前
の
お
子

さ
ん
と
両
親
５
組

●
親
子
講
座

A
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
●
▽
ふ
れ
あ
い
体
操
…
A
２
月

５
日
貅
●
D
子
育
て
サ
ロ
ン
●
G
手

遊
び
、
工
作
、
絵
本
等
●
F
６
カ
月

〜
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

10
組
●
H
60
円
●
▽
ふ
れ
あ
い
体
操

…
A
２
月
６
日
貊
●
D
花
田
学
童
保

育
室
●
G
手
遊
び
、
工
作
、
絵
本
等

●
F
６
カ
月
〜
１
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
10
組
●
H
60
円
●
▽
ち

り
め
ん
の
姫
お
手
玉
作
り
…
A
２
月

12
日
貅
●
D
子
育
て
サ
ロ
ン
●
G
マ

マ
の
手
芸
講
座
●
F
０
歳
〜
４
歳
の

お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者
８
組
●
▽

親
子
で
楽
し
む
！
…
A
２
月
13
日
貊

●
D
花
田
学
童
保
育
室
●
G
リ
ズ
ム

体
操
、
わ
ら
べ
う
た
、
か
ん
た
ん
工

作
●
F
２
歳
〜
３
歳
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
10
組
●
H
50
円
●
▽
英
語
で

遊
ぼ
う

W
inte

r
W
ond
e
rla
nd
!

…
A
２
月
19
日
貅
●
D
子
育
て
サ
ロ

ン
●
G
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク
、

歌
、
カ
ー
ド
取
り
等
●
F
２
歳
〜
４

歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
●
C

新
聞
紙
（
朝
刊
１
日
分
）
●
H
１
０

０
円
●
▽
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
に
!!
…

A
２
月
20
日
貊
●
D
花
田
学
童
保
育

そ
う
か
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム

A
１
月
24
日
貍
、
午
後
１
時
30
分

開
演
●
D
草
加
市
文
化
会
館
●
G

①
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演
奏
会（
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
）、
②
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
吉
永
み
ち
子

さ
ん
に
よ
る
講
演
会
、テ
ー
マ
は

「
い
き
い
き
と
共
に
輝
く
社
会
を

め
ざ
し
て
」（
午
後
２
時
〜
３
時

30
分
）
●
F
１
２
０
０
人（
要
整

理
券
）
●
E
は
が
き
、フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
で
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
整
理
券

必
要
枚
数
を
記
入
し
左
記
へ
●
B

草
加
市
男
女
共
生
・
交
流
課
蕁
９

２
２
＝
０
１
５
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２

４
＝
８
６
７
２
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
はdanjyo@

city.soka.saita
m
a.jp男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
制
定

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
自
分
ら
し
く

生
き
る
と
は
」

A
１
月
25
日
豸
、
午
後
１
時
〜
３

時
●
D
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
●
G

田
嶋
陽
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
ほ

か
●
H
無
料
●
F
５
０
０
人
（
先

着
順
）
●
B
八
潮
市
男
女
共
同
参

画
課
蕁
９
９
６
＝
２
１
１
１

土
曜
の
午
後
の
コ
ン
サ
ー
ト

浦
川
玲
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

A
１
月
24
日
貍
、午
後
２
時
開
演

●
D
三
郷
市
文
化
会
館（
三
郷
駅

北
口
下
車
徒
歩
13
分
）
●
G
曲

目
は
乙
女
の
祈
り（
バ
ダ
ジ
ェ
フ

ス
カ
）
、
ポ
ロ
ネ
ー
ゼ
第
１
番

（
シ
ョ
パ
ン
）ほ
か
●
H
一
般
１

５
０
０
円
●
高
校
生
以
下
１
０

０
０
円（
全
席
自
由
）
●
B
三
郷

市
文
化
会
館
蕁
９
５
８
＝
９
９

０
０第

９
回
吉
川
な
ま
ず
の
里
マ
ラ

ソ
ン
参
加
者
募
集

A
４
月
４
日
豸
●
D
吉
川
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
ス
タ
ー
ト

●
G
種
目
は
①
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
・
10
誅
・
５
誅
の
部
（
一
般
）、

②
３
誅
の
部
（
中
学
生
）、
③
２

誅
の
部（
小
学
生
、親
子
、車
い
す

の
方
）
●
H
一
般
３
０
０
０
円
、

高
校
生
２
０
０
０
円
、
小
・
中
学

生
５
０
０
円
、
親
子
２
５
０
０
円

（
子
ど
も
が
１
人
増
す
ご
と
に
５

０
０
円
加
算
）、
車
い
す
の
方
１

０
０
０
円
●
B
吉
川
市
総
合
体
育

館
蕁
９
８
２
＝
６
８
０
０

東
京
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団

〜
川
畠
成
道
を
む
か
え
て
「
四

季
」
を
聴
く
〜

A
１
月
17
日
貍
、午
後
２
時
開
演

●
D
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
●

G
曲
目
は
カ
ノ
ン
と
ジ
ー
ク（
パ

ッ
ヘ
ル
ベ
ル
）、組
曲「
弓
の
月
」

（
外
山
雄
三
）ほ
か
●
H
指
定
席

３
５
０
０
円
、自
由
席
３
０
０
０

円
●
B
譛
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文

化
財
団
蕁
９
９
２
＝
１
０
０
１

＊
１
月
の
休
館
日
…
１
日
豢
〜
３
日

貍
・
５
日
豺
・
13
日
貂
・
19
日

豺
・
26
日
豺

●
子
育
て
講
座

A
２
月
14
日
貍
、
午
前
10
時
〜
11

時
●
D
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
増
林
保
育
所
内
）
●
G
語
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ビ
ィ
ー
ン
ズ
」

の
松
田
和
子
さ
ん
に
よ
る
お
話
・

音
楽
・
楽
し
い
メ
ニ
ュ
ー
●
F
３

歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
20

組
●
E
往
復
は
が
き
に
住
所
・
親

子
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
お
子

さ
ん
の
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
２
月
４
日
貉
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
左
記
へ
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
。
結
果
は
ご
連
絡
し
ま

す
●
B
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
蕷
343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
８

の
１
８
０
）
蕁
９
６
０
＝
５
８
０

０

越
谷
八
潮
線 

花田第三公園 

花田第四公園 

● 

● 

花田苑 
● 

花
田
小 

花
田
学
童
保
育
室 

★ 

室
●
G
わ
ら
べ
う
た
、
体
操
、
絵
本

等
●
F
１
歳
〜
１
歳
６
カ
月
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
10
組
●
C
ハ
ン
カ
チ

（
タ
オ
ル
地
で
な
い
も
の
）
・
バ
ス
タ

オ
ル
●
▽
赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
!!
…

A
２
月
26
日
貅
●
D
子
育
て
サ
ロ
ン

●
G
リ
ズ
ム
体
操
、
わ
ら
べ
う
た
、

か
ん
た
ん
工
作
●
F
１
歳
６
カ
月
〜

２
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
10

組
●
H
50
円

A
１
月
10
日
貍
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
●
D
子
育
て
サ
ロ
ン
●
G
日
ご

ろ
子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
の
少
な
い
パ

パ
大
集
合
!!
●
F
０
歳
〜
就
学
前
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
●
E
当
日

直
接
会
場
へ

A
１
月
20
日
貂
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
●
D
子
育
て
サ
ロ
ン
●
G
出
産

を
迎
え
る
マ
マ
た
ち
の
交
流
●
F
初

産
を
控
え
た
方
10
人
●
E
当
日
直
接

会
場
へ

F
市
内
在
住
で
、
今
年
４
月
に
高
校

や
大
学
等
に
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
保
護
者
で
入
学
資
金
に

お
困
り
の
方
（
合
格
発
表
前
で
も
申

請
で
き
ま
す
）
●
G
貸
付
額
は
、
高

校
等
…
50
万
円
以
内
、
大
学
等
…
80

万
円
以
内
。
返
済
は
卒
業
後
６
カ
月

据
え
置
き
、
５
年
以
内
の
年
賦
ま
た

は
半
年
賦
返
済
。
無
利
子
●
E
１
月

13
日
貂
〜
30
日
貊
に
直
接
、
教
育
委

員
会
総
務
課
へ
。
提
出
書
類
は
、
貸

付
申
請
書
、
家
庭
調
書
、
在
学
ま
た

は
出
身
校
の
校
長
の
推
薦
書
（
指
定

用
紙
）、
課
税
証
明
書
、
申
請
人
（
世

帯
）
お
よ
び
連
帯
保
証
人
の
住
民
票

の
写
し
。
連
帯
保
証
人
は
１
人
（
市

内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
独
立
し
て

生
計
を
営
む
方
）。
所
得
等
を
審
査
し

決
定
し
ま
す
。
お
貸
し
出
来
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
●
B
教
育
委
員
会
総
務
課
蕁
９
６

３
＝
９
２
８
１

G
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
生
ま
れ
育
つ
よ
う
、
ま
た
子
育

て
中
の
皆
さ
ん
が
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
と
な
る
よ
う
、
16
年
度
に

「
越
谷
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
」
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
策
定
に
向
け
て
、
子
育
て

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
１
月
中

旬
に
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん

と
小
学
生
を
お
持
ち
の
保
護
者
５
０

０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）
の
方
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
●
B
児

童
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６
５

◎
父
親
サ
ロ
ン

◎
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

入
学
準
備
金
を

お
貸
し
し
ま
す

放
課
後
の
小
学
校
低
学
年
児
童
の

健
全
育
成
を
行
う
学
童
保
育
指
導
員

（
非
常
勤
特
別
職
）
と
し
て
、
４
月
か

ら
勤
務
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す

〈
資
格
〉
●
児
童
の
健
全
育
成
に
熱
意

の
あ
る
高
校
卒
業
以
上
の
方
、
ま
た

は
教
員
免
許
（
幼
稚
園
教
諭
含

む
）
・
保
育
士
資
格
を
有
す
る
20
歳

以
上
の
健
康
な
方

〈
勤
務
時
間
等
〉
●
月
曜
〜
金
曜
日

学
童
保
育
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

の
放
課
後
か
ら
午
後
７
時
。
学
校
休

業
日
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
７
時
の

う
ち
交
代
制
。
勤
務
地
は
市
内
の
学

童
保
育
室

〈
申
込
み
〉
●
１
月
26
日
豺
か
ら
１
月

30
日
貊
に
、
市
販
の
履
歴
書
に
写
真

を
は
り
、
本
人
が
直
接
保
育
課
（
第

二
庁
舎
２
階
）
へ
（
資
格
等
を
お
持

ち
の
方
は
資
格
証
の
写
し
も
添
付
）。

２
月
20
日
貊
に
採
用
試
験
（
作
文
・

面
接
）
を
行
い
ま
す
。
な
お
臨
時
職

員
に
つ
い
て
も
随
時
募
集
し
ま
す

＊
履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん

B
保
育
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６
７

「
幼
保
一
体
施
設
」

仮
わ
か
ば
の
森
保
育
園
が

開
園
予
定
で
す

G
大
袋
わ
か
ば
幼
稚
園
（
学
校
法
人

植
竹
学
園
）
内
に
認
可
の
小
規
模
保

育
所
「
幼
稚
園
・
保
育
所
一
体
施
設
」

が
４
月
１
日
開
園
予
定
で
す
。
入
園

希
望
者
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
●

F
４
月
１
日
現
在
で
１
歳
と
２
歳
の

幼
児
20
人
●
E
１
月
６
日
貂
〜
８
日

貅
・
11
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。
９
日
貊
、
午
後
１
時
〜
５
時
に

第
二
庁
舎
５
階
大
会
議
室
へ
●
B
保

子
育
て
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

4月1日～

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の

子
育
て
講
座

仮 

育
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６
７
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CHILD CORNER

こども 　　　 コーナー こども 　　　 コーナー 

校 学 学 校 

じまん じまん 

ビオトープ 

学校紹介 

３年 

黒田　涼子さん 

武蔵野中学校 

２年 

篠崎　瑞季さん 

３年 

大平　純さん 

投げ方の指導をする宮本さん 

こども 
ニュース 

す こ や か さ ん  
こんにちは 

問広報広聴課広報担当 
蕁963-9117

す こ や か さ ん  
 

▲吉田涼夏ちゃん 

（Ｈ14.8.9 袋山） 

 

▲飯島帆乃果ちゃん 

（Ｈ14.6.13 赤山町） 

いいじま ほ の か  よしだ すずか 
 

▲榎本　楓ちゃん 

（Ｈ14.9.24 宮本町） 

えのもと かえで 
 

▲落合　梓ちゃん 

（Ｈ13.8.30 南荻島） 

24　大袋北小 

・ビオトープ 

「虚偽」 
大平　純 

 

▲川島颯太ちゃん 

（Ｈ14.4.29 千間台東） 

かわしま そうた おちあい あずさ 

　
大
袋
北
小
学
校
の
じ
ま
ん
の
一
つ
に
「
ビ

オ
ト
ー
プ
」
が
あ
り
ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ

で
は
、
四
季
折
々
そ
の
時
期
独
特
の
動
植

物
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
春
に
は
一
面
に
緑
の
草
が
生
え
、
夏
に

は
オ
ニ
ヤ
ン
マ
が
池
の
上
の
宙
を
舞
い
、

秋
に
は
ス
ス
キ
の
穂
が
い
っ
せ
い
に
ゆ
れ
、

冬
に
は
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
が
落
ち
葉
の
ふ
と

ん
の
下
で
ぐ
う
ぐ
う
と
寝
息
を
立
て
て
眠

り
ま
す
。 

　
街
で
は
、
ど
ん
ど
ん
自
然
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
学
校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
い

ろ
い
ろ
な
植
物
が
生
え
、
い
ろ
い
ろ
な
生

き
物
が
生
き
て
い
ま
す
。 

　
ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
も
ビ
オ
ト
ー
プ
の

自
然
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

＊
次
回
は
蒲
生
南
小
で
す 

▲
紹
介
し
て
く
れ
た
６
年
生
の
伏
見
和
也
さ
ん 

応募のしかた 

　１月15日（消印有効）までに

はがきに答え・住所・氏名（ふ

りがな）・性別・学校名・学年・

広報を読んだ感想などを書いて、

蕷343-8501越谷市役所「広報

こしがやこどもクイズ」係まで。

正解者の中から10人（抽せん）

のお友達に記念品をおくります。

当せん者の発表は、記念品の発

送をもってかえさせていただき

ます。 

応募できる人 

市内に住んでいる小・中学生 

 

 12月号（377回）のこたえ  

①（応募10通　正解10通） 

第378回もんだい 

今年の干支を漢字
で書くとどれかな。

　番号で答えてね。 

タ
イ
で
得
た
こ
と 

 

黒
田
涼
子 

　
わ
が
武
蔵
野
中
で
は
グ
ロ
ー
ブ

活
動
の
指
定
校
と
し
て
、
環
境
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

成
果
か
ら
、
私
は
７
月
中
の
10
日

間
、
タ
イ
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
沿
岸
生
態
系
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
タ
イ
の
海
辺

や
林
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
植
え
た

り
、
蛍
の
一
生
を
観
察

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
活
動
で
感
じ
た
り
、

考
え
た
こ
と
を
会
議
で

発
表
す
る
の
で
す
。
私

自
身
も
何
度
か
ス
テ
ー

ジ
に
立
っ
て
発
表
し
た

の
で
す
が
、
英
語
で
話

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

そ
の
ス
ピ
ー
チ
の
準
備
に
は
深
夜

ま
で
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
私
を
励
ま
し
て
く
れ
た
の

は
、
他
の
国
の
人
々
で
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
、
な
ん
と
か
無
事
に

こ
な
せ
ま
し
た
。 

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
は
世
界
15
カ

国
の
人
々
が
参
加
し
て
い
て
、
10

日
間
一
緒
に
過
ご
す
間
に
、
友
情

も
深
ま
り
、
他
の
国
の
文
化
も
多

く
学
び
ま
し
た
。
今
で
も
Ｅ
メ
ー

ル
で
交
流
し
て
い
る
海
外
の
友
人

も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験

と
な
り
ま
し
た
。 

 

＊
次
回
は
大
間
野
小
で
す 

元
読
売
巨
人
軍
宮
本
和
知
さ
ん 

に
よ
る
「
夢
の
課
外
授
業
」 

　
12
月
８
日
、
大
袋
東
小
に
、
元
読

売
巨
人
軍
の
宮
本
和
知
さ
ん
を
迎
え
、

「
夢
の
課
外
授
業
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
（
二
十
一
世
紀
倶
楽
部
主
催
）
。 

　
当
日
、
宮
本
さ
ん
が
校
庭
に
現
れ

る
と
児
童
は
大
喜
び
。
質
問
タ
イ
ム
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
が
行
わ
れ
、
５
、

６
年
生
１
６
０
人
は
い
っ
し
ょ
に
体

を
動
か
し
、
宮
本
さ
ん
と

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
ク
ラ
ス
対

抗
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
測
定
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど

が
行
わ
れ
、
優
勝
し
た
ク

ラ
ス
に
は
宮
本
さ
ん
か
ら

グ
ロ
ー
ブ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。 

　
児
童
た
ち
は
「
宮
本
さ

ん
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

① 　 

② 申 

③ 酉 か
ず
と
も 

え と  
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1
月
２４
日
貍
 

「
大
袋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
ろ
ば
」が
 

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
 

仕
事
探
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー
 

「
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
こ
し
が
や
」
を
 

　
ご
存
知
で
す
か
？
 

1月17日貍、午前10時～午後3時 
新越谷駅１階コンコースで開催 

第3回 花フェスタ 第3回 花フェスタ 

各種相談 *相談はすべて無料です 

月曜～金曜日（祝日を除く）。午前９時～午後４時30分（正午～午
後１時を除く）。中央市民会館４階第1相談室。日常生活全般におけ
る相続、債権、債務、離婚、賠償等法律上の問題を含んだ民事関係
や市政に関することについて。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
毎週水曜日。午後１時20分～４時20分。中央市民会館４階相談室。
毎週火曜日、午後１時から市民生活課で予約受け付け（電話のみ）。
定員８人。法律上の諸問題について弁護士が応じます（交通事故を
除く）。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

（弁護士）毎月第３火曜日。午後１時20分～４時20分。中央
市民会館４階相談室。当日、午前９時から市民生活課で予約

受け付け（電話のみ）。定員８人。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

毎週月曜、木曜日（祝日を除く）、第1･3火曜日。午前9時～午後
4時30分（正午～午後１時を除く）。中央市民会館4階第1相談

室。交通事故による補償問題、手続きなどについて。相談の際は、事前
に市民生活課へご連絡ください。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
毎月第２金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。中
央市民会館４階相談室。行政上の諸問題について。問合せ／市民生
活課蕁963-9156 
 

毎月第１金曜日（1月は16日）。午前10時～午後３時（正午～
午後１時を除く）。中央市民会館４階相談室。電話不可。相続、

遺言、遺産分割協議書､内容証明、契約、告訴、会社設立、営業許可、
農地転用、開発許可、金銭貸借等について。問合せ／市民生活課蕁
963-9156 
 
毎月第１水曜日。午前９時～正午。中央市民会館４階相談室。登記、
供託、分筆、表示など法務局、裁判所に提出する書類について司法
書士と土地家屋調査士が応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
毎月20日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。埼
玉県宅建協会越谷支部（市役所駐車場横）。不動産に関すること
について弁護士と相談員が応じます。問合せ／埼玉県宅建協会越谷
支部蕁964-7611 
 
毎月第1月曜日。午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）。中央市
民会館4階相談室。税金関係全般について関東信越税理士会越谷支部
の税理士が応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
毎月第２火曜日（1月～3月は休み）。午前10時～午後３時（正午
～午後１時を除く）。中央市民会館４階相談室。贈与、譲渡、相続
等の国税について。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
（関東信越税理士会越谷支部）毎週月曜･木曜日。午後１時～４時。
越谷税理士会税務指導所（赤山町3－3－4草島商店３階、越谷税務
署前）。税金関係全般について関東信越税理士会越谷支部の税理士
が応じます。問合せ／関東信越税理士会越谷支部蕁962-6131 

 
月曜～金曜日（祝日を除く）。午前９時30分～午後３時30分
（正午～午後１時を除く）。中央市民会館４階消費生活セン

ター。商品やサービスの疑問や不審、訪問販売のトラブルなどにつ
いて。問合せ／消費生活センター蕁965-8886 
 
毎月第3木曜日。午前10時～午後3時。中央市民会館5階第7会議室。
人間関係や人権問題について。問合せ／人権推進課蕁963-9119 
 
毎週月曜日（祝日を除く）。午前9時～午後4時。さいたま地方法務局
越谷支局。問合せ／さいたま地方法務局越谷支局総務課蕁966-1337 
 
毎週火曜・木曜日（祝日を除く）。午前10時～午後３時30分（受
け付けは午前10時～正午、午後１時～３時）。中央市民会館４階相
談室。内職の相談、あっせん、求人の相談について。問合せ／産業
振興課労政係蕁964-2111 
 
（社会保険労務士）毎週金曜日（祝日を除く）。午後１時～４時。
中央市民会館４階相談室。賃金、労災、雇用、厚生年金などについ
て。問合せ／産業振興課労政係蕁964-2111 
 

ハローワーク草加の出先機関です。月曜～金
曜日（祝日を除く）。求人情報自己検索…午前

９時～午後４時45分（昼休み利用可）。紹介受付…午前９時～11
時、午後１時～４時。一般の方・パートの方・年齢の高い方への職
業相談と紹介。パート求人受理。２階は雇用保険受給者への早期就
職支援センター。問合せ／ワークプラザこしがや蕁967-8609 
 
（中小企業診断士）1月7日（水）、21日（水）、2月4日（水）、18日（水）。
午前10時～午後４時。中央市民会館４階相談室。事業経営上の問題
や経営相談について（電話可）。問合せ／商業観光課商業係蕁963-
9191 
 
月曜～土曜日（祝日を除く）。午前９時30分～午後５時（電話相談は
午後９時まで）。越谷市教育相談所（東越谷３－10－７）。いじめ、
不登校、非行、発達相談等。対象は幼児～高校生。申込み・問合せ
／越谷市教育相談所蕁966-6833 

 
月曜～金曜日（祝日を除く）。午前９時～午後４時。中央市
民会館４階相談室（電話可）。しつけや習慣、不登校、いじ

め、非行、家族関係など18歳までの相談を行います。問合せ／児童
福祉課児童福祉担当蕁964-2111
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家庭児童 

市 の 人 口 を  
お知らせします 

（平成15年12月１日現在） 

人口 

男 

女 

世帯 

31万6151人 

15万8903人 

15万7248人 

12万1990世帯 

（前月比67人増） 

（前月比22人増） 

（前月比45人増） 

（前月比133世帯増） 

6：00～６：30、12：00～12：30 
16：00～16：30、19：00～19：30 
21：00～21：30

〈放送日〉 
■テレビ埼玉 
1月18日豸  ９：30～10：00
1月19日豺 11：00～11：30

■テプコケーブルテレビ 

1月25日豸～31日貍 

テレビ広報番組 

ご意見、ご感想を 
お寄せください。 

〈１月放送分の主な内容〉 

・新春市長インタビュー 

・チャレンジショップ 
　「夢空感」 

・市立病院で 
　ハープコンサート 

申
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り 

コ
ル
ク
に
布

を
貼
り
付
け 

木
目
込
み
干
支
作
り
 

地
域
産
業
の

発
展
の
た
め 

多
く
の
催
し

で
に
ぎ
わ
う 

産
業
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
3

　
11
月
29
日
・
30
日
に
、
総
合

体
育
館
と
周
辺
で
「
こ
し
が
や

産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
３
」
が

開
か
れ
、
２
日
間
で
約
６
万
８

０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
 

　
こ
の
催
し
は
「
商
工
ま
つ
り
」

「
農
業
祭
」
「
伝
統
的
手
工
芸

品
展
」
「
埼
玉
東
部
工
業
展
」

を
同
時
開
催
し
た
も
の
で
、
昨

年
に
続
き
２
回
目
に
な

り
ま
す
。
 

　
会
場
は
各
種
模
擬
店
、

越
谷
産
の
農
産
物
の
展

示
・
即
売
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
に
多
く
の
人

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
訪
れ
た
人
は
「
地
元

の
い
ろ
い
ろ
な
産
業
が

見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。

工
芸
品
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
も
面
白
か
っ
た
で
す
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

地域のさまざまな産業が勢ぞろい 

４時間かけて、かわいい申の 
木目込みが仕上がりました 

問  広報広聴課広報担当蕁963－9117

＊番組は市のホームページ（アドレ
　スは１面に掲載）から動画のま
　ま見ることもできます 

……………………………………… 

　
12
月
５
日
、
け
や
き
荘
で
「
木

目
込
み
干
支
作
り
講
習
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
今
年
の
干
支
・
申
（
さ

る
）
を
作
り
ま
し
た
。
講
師
の

指
導
の
も
と
、
申
の
形
を
し
た

コ
ル
ク
に
布
地
を
ボ
ン
ド
で
貼

り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。
最
初

は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、

て
い
ね
い
に
作
り
上
げ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
か
わ
い
ら
し
い
申
の
人

形
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
「
難
し
か
っ
た
け

ど
、
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。
孫

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

11
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
行
わ
れ

た
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
・
イ
ン
ラ
イ
ン

ス
ケ
ー
ト
の
Ａ
Ｓ
Ａ
世
界
ア
マ
チ

ュ
ア
選
手
権
に
出
場
し
た
 

新
藤
勇
輝
さ
ん 

（
増
林
小
４
年
） 

　
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
は
、

車
輪
が
縦
１
列
に
並
ん
だ
ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
で
、
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
は
ジ
ャ
ン
プ
や
回
転
な
ど

の
技
を
競
う
競
技
。
国
内
の
大

会
で
好
成
績
を
収
め
、
世
界
選

手
権
へ
出
場
を
決
め
た
。 

「
出
場
が
決
ま
っ
た
と
き
は
す

ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
で

も
、
世
界
選
手
権
は
す
ご
い

選
手
ば
か
り
で
世
界
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
」 

　
高
い
位
置
ま
で
ジ
ャ
ン
プ

し
て
、
高
度
な
技
を
競
う
た

め
、
危
険
も
伴
う
。 

「
転
ん
で
骨
折
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
今
で
も
怖
い
と
感
じ

ま
す
が
、
こ
の
競
技
が
好
き
な

の
で
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
、
い

い
成
績
を
残
し
た
い
で
す
」 

　
次
の
大
会
に
向
け
て
、
よ
り

高
度
な
技
が
で
き
る
よ
う
、
毎

日
練
習
に
励
ん
で
い
る
。 

え
　
　
と
 


